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法
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（

一

一
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の
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村

目

次

一
、
経
営
者
の
概
念

一
一
、
経
営
者
の
種
類
〈
以
上
前
号
〉

三
、
経
営
者
の
範
囲
〈
本
号
〉

経

営

者

の

範

囲

経
営
者
の
遂
行
す
る
経
営
機
能
は
、
現
代
企
業
の
大
規
模
化
と
活
動
内
容
の
複
雑
化
に
つ
れ
て
、
企
業
に
お
い
て
、

彦

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
経
営
機
能
の
専
門
担
当
者
た
る
経
営
者
も
企
業
に
お
い
て
一
人
で
は
な
く
、
多
く
は
複
数
と
な
っ
て
い
る
。

ま
す
ま
す
重
要

し
か
も
、
そ
れ
が
さ
ら
に
階
層
化
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

広
義
に
お
い
て
、
経
営
者
は
次
の
三
つ
の
階
層
か
ら
成
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
＆
。

-311ー

最
高
経
営
者
ま
た
は
最
高
経
営
層
で
、
取
締
役
会
、
取
締
役
社
長
等
が
含
ま
れ
る
。

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
（
吉
匂

l
B
g
a
m
g
g
c

(2) 

ド
ル
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
（

E
E
r
B自
白
岡
命
日

g

。

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）



ηο
 

富
大
経
済
論
集

こ
れ
は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
と
次
の
監
督
層
と
の
中
間
に
あ
る
経
営
者
層
を
さ
し
、
通
常
、
部
長
、
課
長
が
こ
れ
に
入
る
。

(3) 

監
督
者
層
（
E
胃

2
5
q
g
ω
g四
3
3同）

こ
の
監
督
者
層
は
、
作
業
者
を
直
接
監
督
す
る
職
長
、
主
任
、
係
長
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
経
営
者
の
最
下
部
（
一

2
S
を

な
し
、
ま
た
第
一
線
の
段
階
に
あ
る
。

ま
た
前
述
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
と
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
の
両
者
を
包
括
し
て
用
い
る
立
場
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
ミ

ド
ル
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
な
く
な
り
、
経
営
者
層
は

ωト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
と
、

ω監
督
者
層
に
わ
か
れ
か
o

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ホ
ー
ル
デ
ン

こ
の
う
ち
、

（同
c
E
E）

等
に
よ
る
ア
メ
リ

と カ
す企

そ（3）芝
イフ
し、

て
の
有
名
な
実
証
的
研
究
カミ
あ
る

ホ
ー
ル
デ
ン
は
、

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
を
構
成
す
る
も
の
は
次
の
二
一
つ
で
あ
る

受
託
経
営
層
（
門
店
閉
店
内
ω庄司

2
5
m
g
g
c

受
託
者
の
職
能
（

5
2
3
T司
P
E
C
C
D）
を
担
当
す
る
階
層
で
、
株
式
会
社
制
度
に
対
し
て
受
託
者
の
立
場
に
た
ち
、
株
主
の
利
益
を
代

表
、
保
護
、
促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
利
害
者
集
団
の
利
害
を
調
整
す
る
も
の
で
、
会
社
の
基
本
政
策
二
般
的
方
向
三
百
一
出
佐
官
－
5
2

P
D
L
H
Y
O
問
。

E
E
S
E
Z）
す
な
わ
ち
全
般
的
経
営
方
針
（

m
g
s－
F
5
2℃
c
z
q）

」
の
分
野
は
「
取
締
役
会
」

を
決
定
し
、

（F
E
E
－『F
E
C
E）
の
専
ら
担
当
す
る
と
こ
ろ
で
あ
も

実
施
上
の
結
果
を
監
督
、
評
価
す
る
。

（イ）

ベ
ー
カ
ー
（

F
E）
は
、
取
締
役
会
に
必
要
な
基
本
的
機
能
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
弘

ま
た
有
能
な
若
い
経
営
担
汚
者
が
養
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
取
締

取
締
役
会
は
社
長
及
び
上
級
職
員
を
選
任
し
、

役
会
は
ま
た
経
営
担
当
者
の
報
酬
、

退
職
金
等
を
監
督
す
る
。

（ロ）

取
締
役
会
は
社
長
お
よ
び
そ
の
下
の
経
営
担
当
者
に
管
理
上
の
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
。



か守ト

会
社
的
重
要
性
を
も
っ
事
項
、

た
と
え
ば
利
益
の
配
当
、
資
本
構
造
の
変
化
社
債
の
募
集
等
）
、
銀
行
借
入
、
銀

行
取
引
先
の
選
定
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
ほ
か
に
、
価
格
政
策
、
労
働
関
係
、
事
業
拡
張
、
新
製
品
の
生
産
な
ど
に
つ

（
新
株
の
発
行
、

い
て
、
目
的
、
政
策
方
針
を
討
議
し
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
。

（ニ）

取
締
役
会
は
営
業
利
益
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
で
な
く
、
そ
の
受
託
機
能
を
遂
行
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
会
社
の
業
績

を
検
討
す
る
こ
と
。
予
算
、
報
告
、
監
査
そ
の
他
の
統
制
手
段
は
、
取
締
役
会
が
こ
の
機
能
を
遂
行
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

(2) 

全
般
経
営
層
（
H
Z
m
g
3ごロ
ωEmめ

5
3
C

全
般
的
経
営
を
担
当
す
る
階
層
で
、
社
長
、
常
務
、
取
締
役
、
ま
た
は
取
締
役
で
な
い
総
支
町
人
、

え

m
g
g］

2
2
5
2）
、
部
門
管
理
者
会
議
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

ホ
ー
ル
デ
ン
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
d

さ
ら
に
は
「
常
務
会
」

（
円

C
C円
台
一

こ
の
機
能
は
、

（イ）

職
能
、
職
費
、
権
限
を
明
確
に
定
め
、

か
つ
適
切
に
配
分
し
て
健
全
で
効
果
的
な
会
社
組
織
の
方
式
を
保
持
す
る
こ
と
。

（ロ）

す
べ
て
の
経
営
執
行
の
地
位
に
真
に
適
材
の
人
員
を
保
持
す
る
こ
と
。

ヤカ

全
般
的
目
標
を
将
来
ま
で
見
越
し
て
計
画
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
。

資
本
支
出
、
営
業
支
出
お
よ
び
業
績
、
要
員
、
給
与
、
製
品
の
種
類
お
よ
び
価
格
の
如
き
全
般
的
業
務
活
動
に
対
し
て
効
果
的
な
統

（ニ）

制
方
式
を
保
持
す
る
こ
と
。

（ホ）

取
締
役
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
権
限
内
で
は
あ
る
が
、
部
門
経
営
責
任
者
に
委
任
し
た
権
限
を
超
え
た
範
囲
の
重
要
な
設
備
、
予
算
、

収
支
計
算
、
任
命
お
よ
び
俸
給
の
変
更
を
、
規
程
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
統
制
方
式
に
従
っ
て
審
査
し
、
承
認
す
る
こ
と
。

（ト）（ぺ

全
般
的
な
業
務
執
行
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
。

取
締
役
会
に
対
し
て
、
そ
の
決
議
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
勧
告
す
る
こ
と
。

経
営
者
の
法
的
吟
昧
伺
（
中
村
）
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四

（升

主
要
な
業
務
執
行
計
画
の
総
括
的
調
整
を
な
す
こ
と
。

（リ）

各
部
門
の
業
務
お
よ
び
そ
の
業
績
を
監
査
す
る
こ
と
。

部
門
経
営
層
（
L
2
5
5
5ご
H

百

g問。
5
2

。

(3) 

こ
れ
は
会
社
の
重
要
部
門
（
g
mす
ご
出
2
2
0
5
2
P
宮
ユ
ヨ

gφ
の
経
営
を
含
み
、
こ
の
責
任
を
負
う
経
営
責
任
者
は
、
全
般
経
営
層
に

対
し
て
各
自
の
業
務
運
営
を
立
派
に
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
職
責
と
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
層
は
正
し
く
言
え
ば
、
企
業
全
体
で
は

な
く
、
主
と
し
て
会
社
の
特
定
部
門
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
経
営
責
任
者
の
最
高
層
の
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。
普
通
に
は
部

長
（
舟
℃
2
5
8
H
7
2
F《

H
Z
E
o
s
－R
R
c
t話
）
が
こ
れ
に
当
る
。

以
上
は
ホ
ー
ル
デ
ン
等
の
実
証
的
研
究
の
結
果
明
ら
か
に
さ
れ
た
、

ア
メ
リ
カ
の
代
表
会
社
に
お
け
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
の
基

本
的
組
織
の
構
成
内
容
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
最
後
の
「
部
門
経
営
層
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
は
た
し
て
経
営
者
と
よ
ば
れ
う
る
か
、
藻
利
教
授
か
ら
疑
問
が
投
ぜ
ら

れ
て
い
み
。
藻
利
教
授
は
「
経
営
者
の
担
当
す
べ
き
最
高
管
理
職
能
」
は
「
経
営
意
志
」
（
切
さ

5
2巳
5
を
決
定
す
る
職
能
で
あ
り
、
そ

れ
は
個
別
的
な
業
務
の
執
行
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
経
営
全
体
と
し
て
の
方
針
守

c
E巾

凶

D
同
任
命

Z
5
2
2
由
主
5
5

を
樹
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
部
門
経
営
層
は
「
経
営
者
」
で
は
な
く
、
「
管
理
者
一
一
へ
狭
義
の
）
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
者
も
管
理
者
も
一
種
の
意
志
決
定
を
行
う
が
、
経
営
者
は
全
体
的
経
営
意
志
の
決
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
管
理
者

は
こ
う
し
た
全
体
的
経
営
意
志
の
枠
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
部
門
的
部
門
意
志
の
決
定
を
な
す
者
で
あ
る
と
な
す
。

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
す
な
わ
ち
「
狭
義
の
経
営
者
」
は
、

ω

私
は
経
営
学
上
、
藻
利
教
授
の
見
解
を
採
り
、

受
託
経
営
層
と

(2) 

全
般
経
営
層
と
で
あ
る
と
解
す
る
。

経
営
者
の
範
囲
に
つ
い
て
、
法
学
的
吟
味
を
行
う
場
合
、
留
意
す
べ
き
諸
点
が
あ
る
。



先
ず
、
経
営
す
な
わ
ち
業
務
執
行
と
い
う
中
に
は
、
全
般
的
・
総
括
的
な
も
の
と
、
部
門
的
な
も
の
と
が
あ
っ
て
、
経
営
学
に
お
け
る

通
説
は
両
者
を
含
め
て
経
営
者
と
考
え
る
が
、
法
律
的
に
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。

ま
た
、
業
務
執
行
の
中
に
は
、
対
内
的
な
も
の
と
対
外
的
な
も
の
と
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
両
者
は
形
式
的
に
分
離
し
え
な
い
と
い
う

理
由
で
、
代
表
取
締
役
の
み
が
業
務
執
行
機
関
で
あ
っ
て
、
代
表
権
の
な
い
役
付
取
締
役
は
認
め
ら
れ
な
い
か
否
か
。

一
般
に
は
会
社
の
意
思
機
関
と
し
て
、
株
主
総
会
、
執
行
機
関
と
し
て
の
取
締
役
会
お
よ
び
代
表
取
締
役
、
監
査
機
関
と
し
て

監
査
役
お
よ
び
検
査
役
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
意
思
機
関
と
し
て
の
株
主
総
会
は
執
行
機
関
た
り
え
な
い
か
否
か
、
監
査
機
関
は
執
行
機

ま
た
、

関
た
り
え
な
い
か
否
か
。

ま
た
業
務
執
行
の
決
定
機
関
で
は
な
く
、
業
務
執
行
の
補
助
的
機
関
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
相
談
役
、
顧
問
、
経
営
協
議
会
等
は
経
営

者
と
称
し
う
る
か
否
か
。

ま
た
全
般
的
経
営
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
、
経
営
学
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
、
常
務
会
、
代
表
取
締
役
等
の
会
社
組
織
上
の
役
職

と
、
総
支
配
人
と
い
う
営
業
上
の
職
制
を
あ
げ
て
い
る
が
、
法
律
上
は
、
こ
れ
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
経
営
学
に
お
い
て
「
経
営
者
」
の
範
囲
に
属
す
る
と
さ
れ
る
者
を
中
心
に
、
具
体
的
に
個
々

に
検
討
し
て
み
た
い
。

（ー）

取
締
役
会

今
日
で
は
、
取
締
役
会
制
度
は
会
社
の
必
要
な
機
構
と
し
て
、
多
く
の
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

先
ず
、
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、

一
九
四
八
年
会
社
法
第
一
附
則
A
表
八

O
条
は
「
会
社
の
業
務
は
取
締
役
会
に
よ
り
執
行
せ
ら
れ
、
取

、守一
- Fl 

締
役
会
は
本
法
ま
た
は
会
社
が
こ
の
定
款
を
も
っ
て
株
主
総
会
に
お
い
て
行
使
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
な
い
会
社
の
あ
ら
ゆ
る
権
限

を
「
円
安
す
る
こ
と
が
で
き
る
ο

た
だ
し
、

そ
の
行
使
は
本
法
な
ら
び
に
定
款
の
諸
規
定
お
よ
び
株
主
総
会
に
お
い
て
会
社
が
さ
だ
め
る
上

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）
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ム／、、

述
の
諸
規
定
に
違
反
し
な
い
諸
規
定
に
し
た
が
う
こ
と
を
ょ
う
す
る
」
と
さ
だ
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
社
法
ま
た
は
附
属
定
款
を

も
っ
て
株
主
総
会
の
権
隈
と
し
な
い
事
項
は
、
す
べ
て
取
締
役
会
の
権
限
に
属
し
、
附
属
定
款
を
変
更
し
な
い
か
ぎ
り
、
株
主
総
会
は
取

締
役
会
の
業
務
執
行
に
干
渉
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
株
主
総
会
会
Z
5
3
Z
Z
宮
町

0
5
5
－5
2
5
m）
と
取
締
役
会
（

rs丘
え
仏

5
2
2♂

側

同

Y
巾
岳
『

2
0
2）
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
機
関
（
1
2
q
2
m
m
g）
の
う
ち
、
理
論
的
に
は
最
高
規
則
制
定
権
（
ω品
目
見
邑
7
2
E
a
E
P
1

2

－q）
を
も
っ
株
主
総
会
が
最
高
機
関
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
取
締
役
会
が
、

取
締
役
に
対
す
る
株
主
総
会
の
支
配
と
同
じ
程
度
あ
る
い

実
際
に
は
、ω

 

き
取
締
役
会
に
会
社
の
全
権
限
を
行
使
す
る
職
務
権
限
を
附
与
す
る
こ
と
が
慣
行
で
あ
る
。
取
締
役
会
は
会
社
の
事
業
経
営
の
統
治
者

は
そ
れ
以
上
の
支
配
力
を
も
っ
て
、

株
主
総
会
を
牛
耳
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
般
法
が
と
く
に
明
定
す
る
場
合
を
の
ぞ

（向。話
5
0
3）
と
さ
れ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
の
母
法
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
、
会
社
の
正
規
の
事
業
経
営
に
関
し
て
は
、
取
締
役
会
が

最
高
か
つ
固
有
の
権
限
（
2
宮
内
自
ωω

邑

E
m
E
－E
P白
石
）
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
普
通
法
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
会
社

の
支
配
は
一
体
と
し
て
行
動
す
る
株
主
に
あ
る
が
、
制
定
法
、
基
礎
定
款
ま
た
は
附
属
定
款
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
は
変
更
さ
れ
、
会
社

の
業
務
執
行
に
関
す
る
全
権
限
が
株
主
か
ら
取
締
役
会
に
移
り
、
近
時
の
傾
向
は
株
主
の
支
配
を
制
限
し
て
、
取
締
役
会
の
絶
対
権
を
強

調
す
る
方
向
に
あ
弘
取
締
役
会
は
、
役
員
の
選
任
、
従
業
員
の
教
育
、
会
社
の
営
業
資
金
の
借
入
、
手
形
行
為
、
新
株
発
行
、
社
債
発

行
、
担
保
権
の
設
定
、
利
益
配
当
の
宣
言
、
そ
の
他
普
通
法
ま
た
は
衡
平
法
上
の
訴
の
提
起
、
和
解
等
に
関
す
る
権
限
を
有
す
る
。
そ
し

て
、
取
締
役
会
は
一
団
と
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
取
締
役
会
議
（
含

E
Dえ
5
2
5四
ω
）
を
招
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

一
九
四

O
年
の
株
式
会
社
法

PDF
含
広
口
2
3
σ
5
5
8
w
邑
旦
2
2
2
2
5合
E
8
3
2）
が
会
社
は
株
主

（
一
八
六

中
か
ら
選
ば
れ
た
任
期
の
あ
る
解
任
可
能
の
有
給
ま
た
は
無
給
の
一
人
ま
た
は
数
人
の
取
締
役
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
と
の
規
定

七
年
法
第
二
二
条
一
項
）
を
明
示
的
に
は
廃
止
せ
ず
、
三
人
以
上
一
二
人
以
内
で
構
成
さ
れ
る
会
議
体
（
5
2ロ在｝）

に
よ
っ
て
、

会
社
が



管
理
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
た

（
第
一
条
一
項
）
コ
こ
の
会
議
体
は
従
来
の
一
慣
習
上
の
攻
楠
役
会
（
内
3
3
7一
正
ヨ
ヨ
Z
E
H】

2
3
）
を
法

認
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
合
議
制
に
よ
る
管
理
（
PHEw℃
ニ
正

E
ロ

独
任
制
の
取
締
役
（
〉
L
5
2
2
2
2同
5
5
5）
は
も
は
や
み
と
め
ら
れ
な
い
。

イ
タ
リ
ア
法
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
の
機
関
と
し
て
、
株
主
総
会
（
E
持ヨ
Z
E〉
と
監
査
役
（
巴
口
合
円
。
）
の
ほ
か
に
取
締
役
会
5
5
5
1

母国
H
2
G
が
あ
り
、
取
締
役
は
一
名
ま
た
は
複
数
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
民
法
典
二
三
八
O
条
二
項
）
。
一
名
し
か
取
締
役
が
い
な
い
会
社
で

は
、
会
社
代
表
も
業
務
執
行
も
す
べ
て
、
そ
の
一
名
し
か
い
な
い
取
締
役
の
権
眼
と
な
る
が
、
取
締
役
が
複
数
の
場
合
は
、
取
締
役
は
取

締
役
会
合
S
E
m
E
2
L同
門

5
5
E
E
5
3ロ
⑦
）
を
組
織
し
（
同
条
二
項
）
、
そ
の
結
果
、
取
締
役
会
が
経
営
管
理
の
最
高
機
関
と
な
る
。

ま
た
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
に
あ
た
る
も
の
は
〈
2
2出
口
仏
（
取
締
役
）
で
あ
り
、
取
締
役
に
あ
た
る
も
の
は
ぐ
2
2白ロ牛田
l

B
X
m

－
F

包
巾
同
（
取
締
役
員
）
で
あ
る
。
〈
。
円
丸
山
口
【
】

は
一
人
ま
た
は
数
人
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
機
関
の
名
称
で
あ
っ
て
、

に
あ
る
人
を
い
う
の
で
は
な
い
（
株
式
法
七
C
条
二
項
）
。
取
締
役
は
、
広
義
の
指
導
者
原
理

Q
5
5
3ロN
H
ち
に
し
た
が
っ
て
業
務
を
執
行

そ
の
職

す
る
と
こ
ろ
の
会
社
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
会
社
の
支
配
権
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
取
締
役
は
事
業
、
そ
の
従
業
者
の
福
祉
、
国
民

お
よ
び
国
家
の
共
同
の
利
益
の
要
求
に
し
た
が
い
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
動
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
株
主
総
会
や
監
査
役
の
指
示
に
従
う

も
の
で
は
な
く
（
株
式
法
七
O
条
一
項
、

七
一
条
一
項
）
、
他
の
い
か
な
る
国
の
取
締
役
会
よ
り
も
、

そ
の
権
限
は
強
大
で
あ
る
。
な
お
、
株

式
法
は
会
社
代
表
に
つ
い
て
は
、
共
同
代
表
の
原
則
を
明
定
し
て
い
る
が
（
株
式
法
一
条
二
項
一
文
）
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
共
同
を
原
則

と
す
る
旨
の
明
文
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
取
締
役
員
が
複
数
よ
り
な
る
場
合
に
、
共
同
業
務
執
行
か
、
多
数
決
か
、
あ
る
い
は
単

独
業
務
執
行
か
に
つ
い
て
、
学
説
は
分
れ
て
い
る
が
、
通
説
は
共
同
業
務
執
行
説
を
と
っ
て
い
か
。
た
と
え
ば
ギ
ー
ル
ケ

Q
・
〈
の
月
長
命
）

は
、
社
団
に
お
け
る
理
事
団
が
数
名
よ
り
な
る
と
き
は
、
そ
の
決
議
は
多
数
決
に
よ
る
こ
と
と
な
る
が
（
独
民
二
八
条
一
項
、
三
二
条
）
、
株

と
い
う
の
は
、
株
式
法
第
七
一
条
は
明
ら
か
に
代
表
に
つ
い
て
民
法
原
則
を

-317-

式
会
社
に
つ
い
て
は
民
法
第
二
八
条
は
適
用
せ
ら
れ
な
い
。

経
営
者
の
法
的
吟
味
的
（
中
村
）

七
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共
同
代
表
の
原
則
を
明
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
取
締
役
の
業
務
執
行
に
つ
き
明
文
の
規
定
を
欠
く
場
合
、
民
法
原
則
で
な

く
代
表
に
関
す
る
共
同
代
表
原
則
が
類
推
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
極
め
て
明
瞭
な
論
理
で
あ
る
と
述
べ
て
い
も

か
つ
て
は
、
定
款
も
し
く
は
取
締
役
会
規
則
等
で
、
取
締
役
会
の
組
織
、
権
限
等
を
定
め
て
い
る
例
が
少
く
な

修
正
し
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、

法
律
上
は
個
々
の
取
締
役
が
各
別
に
業
務
執
行
の
権
限
を
有
し
て
い
た
の
で
、
取
締
役
会
は
法
律
上
の
制
度
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
現
行
法
上
は
株
式
会
社
の
法
定
の
機
関
と
し
て
明
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
商
二
五
四
条
以
下
）
。

ミ
つ
こ
申
込
、

カ

f
カ

右
に
の
べ
た
よ
う
に
、
取
締
役
会
制
度
は
今
日
で
は
多
く
の
国
で
、
法
律
上
の
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、
会
社
の
業
務
執
行
を

い
わ
ゆ
る
「
総
営
者
」
の
範
鴎
に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、

担
当
す
る
機
関
で
あ
る
か
ら
、

し
か
も
「
最
高
経
営
層
」
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
。

取
締
役
会
制
度
に
お
い
て
、
問
題
に
な
る
の
は
、
業
務
執
行
の
意
思
決
定
と
そ
の
実
行
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
取
締
役
会
は

業
務
執
行
に
つ
い
て
の
全
権
限
を
有
し
、
そ
の
意
思
決
定
を
な
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
執
行
自
体
を
も
な
す
権
眼
を
有
す
る
が
、
た

だ
取
締
役
会
が
み
ず
か
ら
執
行
を
す
る
の
に
は
、
当
然
取
締
役
全
員
が
共
同
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
法
は
実
際
の
便
宜
を
考
慮
し

て
こ
れ
を
代
表
取
締
役
に
委
任
す
べ
き
も
の
と
し
た
と
い
う
説
丸
、
取
締
役
会
は
会
議
体
の
性
質
上
、
業
務
執
行
自
体
に
当
る
の
に
不
適

当
で
あ
っ
て
、
業
務
執
行
の
意
思
決
定
の
権
限
の
み
を
有
す
る
と
す
る
説
ど
が
あ
る
。
こ
の
点
、
取
締
役
会
は
会
社
経
営
に
関
す
る
最
高

か
つ
固
有
の
権
限
を
有
す
る
と
す
る
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
業
務
執
行
の
意
思
決
定
だ
け
で
な
く
、
そ
の
決
定
を
執
行

す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
も
私
は
後
説
が
妥
当
と
考
え
る
が
、
こ
れ
は
経
営
学
に
お
け
る
考
え
方
と
も
合

致
す
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
取
締
役
会
は
意
思
決
定
機
関
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
業
務
執
行
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
行
い
得
る
も
の
で
は
な
い
。
業
務

に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
日
常
起
こ
る
細
か
い
事
項
に
つ
い
て
ま
で
決
定
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
重
要
で
な



い
事
項
の
執
行
に
つ
い
て
ま
で
、
取
締
役
会
の
決
定
に
か
か
わ
ら
せ
る
の
は
不
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
取
締
役
会
が
、
複
数
の
取
締
役

か
ら
な
る
委
員
会
や
取
締
役
会
の
構
成
員
の
一
員
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
を
ど
こ
ま
で
委
譲
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
こ
れ
は

逆
に
言
え
ば
、
取
締
役
会
が
白
ら
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
最
小
限
何
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

こ
の
点
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
取
締
役
会
が
そ
の
構
成
員
の
一
員
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
の
全
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

の
定
款
の
規
定
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

一
九
三
六
年
一
月
二
六
日
の
破
鼓
院
の
判
決
は
肯
定
的
に
解
し
て
、

そ
の
構
成
員
の
あ
る
者
に
権
限
を
委
託
す
る
可
能
性
や
、
自
由
な
委
託
を
認
め
る
定
款
の
規
定
は
、
そ
れ

帥

が
正
規
に
公
示
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
完
全
有
効
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
学
説
の
多
く
は
、
原
則
と
し
て
取
締
役
会
の
権
限
の
委
託
を

認
め
て
は
い
た
も
の
の
、
委
託
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
判
例
の
態
度
に
疑
問
を
表
明
し
て
い
る
咽

「
株
式
会
社
の
取
締
役
会
が
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
の
権
限
に
つ
い
て
、
共
同
取
締
役
に
留
保
さ
れ
、
各
取
締
役
員
に
委
託
し
え
な
い
も
の
と
し
て
、
次
の

制

よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
監
査
役
に
対
す
る
報
告
（
株
式
法
八
一
条
）
、
帳
簿
管
理
（
同
法
八
二
条
〉
、
資
本
の
半
額
の

損
失
の
場
合
の
通
告
（
同
法
八
三
条
一
項
）
、
破
産
ま
た
は
和
議
手
続
開
始
の
申
立
（
同
法
八
三
条
）
、
年
度
決
算
の
提
出
（
同
法
二
一
五
条
一
項
）

な
ら
び
に
営
業
報
告
書
の
作
成
（
同
法
二
一
八
条
）
で
あ
る
。

わ
が
国
の
商
法
は
、
総
会
の
招
集
（
商
二
一
三
条
）
、
支
配
人
の
選
任
・
解
任
（
商
二
六
O
条
後
段
）
、
代
表
取
締
役
の
選
任
お
よ
び
共
同
代

表
の
決
定
（
商
二
六
一
条
）
、
会
社
と
取
締
役
と
の
間
の
訴
一
訟
に
お
け
る
代
表
者
の
選
任
（
商
三
六
一
条
ノ
二
第
一
項
）
、

（
商
二
六
五
条
）
、
新
株
の
発
行
（
商
二
八
O
条
ノ
二
）
、

聞
の
取
引
の
承
認

会
社
と
取
締
役
と
の

（
商
二
九
一
二
条
ノ
一
号
、
株
式
の
分
割

法
定
準
備
金
の
資
本
組
入

（
商
二
九
三
条
ノ
四
）
、
社
債
の
発
行
（
商
二
九
六
条
）

を
取
締
役
会
の
権
限
事
項
と
し
て
い
る
。

」
れ
ら
の
事
項
は
、
定
款
の
規
定
に
よ
っ

319-

て
特
に
株
主
総
会
の
決
議
事
項
と
さ
れ
る
も
の
を
除
き
、
必
ず
取
締
役
会
で
決
議
す
べ
き
も
の
で
代
表
取
掃
役
、
役
付
取
締
役
に
委
ね
る

」
と
は
許
さ
れ
な
い
。

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）

;IL 
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（二ヰ

常
務
会

常
務
会
（
宮
出
口
俗
間
宮
聞
の
0
5
5
2
F
F
R
E
Zゅの
O
B
S
F
2
2）
と
は
、
社
長
、
副
社
長
、
常
務
液
締
役
と
い
う
常
勤
の
取
締
役
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
会
社
め
総
括
的
経
営
に
立
っ
て
、
総
括
的
執
行
方
針
の
審
議
お
よ
び
執
行
活
動
の
調
整
や
審
査
、
決
定
を
な
す
機
関
で
あ
る
。

小
規
模
の
会
社
で
は
、
常
務
会
を
お
く
必
要
は
あ
ま
り
な
い
。
社
長
が
必
要
に
応
じ
て
関
係
部
長
と
非
公
式
に
協
議
し
て
総
括
経
営
の

責
任
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
常
務
会
が
必
要
な
の
は
大
会
社
に
お
い
て
で
あ
る
。

今
日
、
常
務
会
な
い
し
そ
れ
に
類
似
し
た
委
員
会
を
会
社
の
必
要
な
機
構
と
し
て
認
め
る
国
も
増
加
し
て
い
る
。

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

一
般
に
附
罵
定
款
に
よ
っ
て
、
取
締
役
会
が
一
人
ま
た
は
数
人
の
取
締
役
を
委
員
（

9
3芹
耳
切
）
と

し
て
、
取
締
役
会
の
権
限
の
う
ち
の
任
意
の
権
限
を
こ
れ
に
委
任
で
き
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
規
定
し
て
い
る

（
付
属
明
細
表
A
表
一
の

二
条
参
照
）
。
従
っ
て
数
人
の
委
員
が
委
員
会
を
構
成
す
れ
ば
、

そ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
常
務
会
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
委
員

会
の
議
事
録
は
、
取
締
役
会
議
の
議
事
録
と
同
様
の
方
法
で
作
成
し
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
咽

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
制
度
の
欠
陥
を
克
服
す
る
た
め
に
、
種
々
の
委
員
会
制
度
が
発
達
し
て
い
る
。
委
員
会
に
は
問
題

が
発
生
す
る
た
び
に
設
置
さ
れ
る
臨
時
的
な
も
の
と
、
生
産
、
販
売
等
の
経
営
各
部
門
の
運
営
を
担
当
す
る
も
の
、
た
と
え
ば
生
産
委
員

会
守
円
。
仏
R
Z
8
8
5
5
5
0）
、
販
売
委
員
会
（
E

－28
g
s
－22）
、
金
融
委
員
会

Q
E
R伶
2
5
5
2
2）

帥

で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
常
務
会
に
相
当
し
、

等
が
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
の
は

執
行
委
員
会
合
同
R
E
Z
S
S
E－語）

若
干
の
常
勤
取
締
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
制
定

法
、
基
礎
定
款
、
附
属
定
款
ま
た
は
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
り
取
締
役
会
議
と
次
の
取
締
役
会
議
と
の
聞
に
お
い
て
、
取
締
役
会
の
権
限

を
行
使
す
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
執
行
委
員
に
選
ば
れ
た
取
締
役
に
、
会
社
の
実
権
が
掌
握
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
数
人
の
取
締
役
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
（

P
E広
宗
E
L
g）
制
度
が
あ
っ
て
（
一
九
四
O
年
法
第
二
条
三
項
一
文
）



こ
の
委
員
会
は
代
表
取
締
役
包
み
れ

E
2
7を
5
2吋
間
合
吉
一
）
が
審
議
に
付
し
た
問
題
の
検
討
を
そ
の
職
務
と
す
る
の
で
（
同
条
同
項
一
一
文
）

縄
然
た
る
諮
問
機
関
で
あ
っ
て
決
定
権
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
制
度
の
も
と
に
お
け
る
経
営
管
理
に
関
す
る
指
揮
委
員
会
色

o
E広

L
η
L
5
2
一2
5
は
、
管
理
を
取
締
役
会
に
、

指
揮
を
取
締
役
会
長
に
、

嗣

が
、
し
か
し
、
指
揮
委
員
会
の
設
置
を
み
と
め
る
学
説
も
有
力
で
あ
り
、
実
際
上
も
、
大
会
社
に
お
い
て
は
、
指
揮
委
員
会
の
実
体
を
も

そ
れ
ぞ
れ
専
闇
せ
し
め
る
一
九
四

O
年
法
に
よ
り
禁
止
せ
ら
れ
た

つ
会
議
体
を
も
つ
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
は
複
数
の
取
締
役
か
ら
な
る
執
行
委
員
会

2
3
5
5
3
2
2
Z与
を
設
け
、
取
締
役
会
の
職
務
権

限
を
こ
れ
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
民
法
典
二
三
八
一
条
本
文
）
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
常
務
会
に
つ
い
て
、
商
法
は
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
常
務
会
を
設
置
す
る
会
社
が
多

く
、
約
三
分
の
二
が
昭
和
三

0
年
度
以
降
に
設
置
さ
れ
、
資
本
金
五

O
億
円
以
上
の
会
社
の
約
九
割
が
常
務
会
を
も
っ
て
い
弘
常
務
会

は
取
締
役
会
の
大
型
化
に
伴
う
機
動
性
の
欠
如
を
克
服
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

常
務
会
の
性
質
は
、
そ
の
実
態
か
ら
み
て
、
決
定
機
関
、
協
議
機
関
、
補
佐
機
関
、
伝
達
機
関
等
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
う
ち
の
二
つ
以
上
の
性
格
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
会
社
も
多
い
。
し
か
し
、
概
し
て
い
え
ば
、
決
定
機
関
と
協
議
機
関
の
二
つ

が
多
い
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
常
務
会
が
業
務
執
行
の
意
思
決
定
機
関
た
る
性
質
を
も
つ
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
業
務
執
行
の
意
思

を
決
定
す
る
権
限
を
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
法
定
の
も
の
で
は
な
い
が
、
任
意
の
業
務
執
行
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
然
「
経
営

者
」
の
範
囲
に
属
す
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
反
し
、
常
務
会
が
た
ん
に
協
議
機
関
、
補
佐
機
関
、
伝
達
機
関
等
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
審
査
委
員
会
の
ご
と
き
は
「
経
営
者
」
の
範
囲
に
麗
し
な
い
と
解
す
る
。
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常
務
会
が
決
定
機
関
で
あ
る
と
き
は
、
同
じ
く
決
定
機
関
で
あ
る
取
締
役
会
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
商
法
第
二
六

O

経
営
者
の
法
的
吟
味
同
（
中
村
）
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宮
大
経
済
論
集

条
は
、
取
締
役
会
が
業
務
執
行
に
つ
き
全
面
的
な
決
定
権
を
有
す
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
で
、
取
締
役
会
以
外
に
決
定
機
関
を
設
け

る
こ
と
は
、
右
の
規
定
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
こ
の
点
は
、
取
締
役
会
に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
と
関
連

す
る
が
、
結
論
を
の
べ
れ
ば
、
会
社
の
総
括
的
経
営
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
の
ほ
か
に
代
表
取
諦
役
が
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
代
表
取
締
役
と
く
に
社
長
の
決
定
権
限
を
侵
す
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
ま
た
取
締
役
会
が
そ
の
権
限
の
一
部
を
常
務
会
に
委
譲
す
る

」
と
は
必
ず
し
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一
般
に
常
務
会
で
討
議
さ
れ
て
い
る
事
項
と
し
て
次
の
事
項
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(1) 

（イ）

会
社
全
般
に
わ
た
る
業
務
の
執
行
に
つ
い
て

方
針
の
審
議

（ロ）

各
種
の
計
画
お
よ
び
予
算
の
審
議

かす

部
ま
た
は
工
場
以
上
の
組
織
の
審
議

（ニヰ

部
長
ま
た
は
工
場
長
級
の
人
事
の
審
議

（ホ）

賃
金
体
系
、
賞
与
総
額
の
審
議

(2) 

部
門
経
営
層
の
所
管
業
務
で
、
会
社
全
般
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
の
審
議

(3¥ 

内
部
統
制
に
つ
い
て

統
制
方
式
お
よ
び
統
制
の
実
施
方
法
の
審
議

確
立
さ
れ
た
報
告
制
度
に
基
い
て
提
出
さ
れ
る
各
種
報
告
書
の
審
査

M
n
 

ロ常
務
会
い
か
決
定
機
田
町
と
し
て
そ
の
機
能
を
は
た
す
こ
と
は
、

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
取
締
役
会
制
度
を
再
検
討
し
、
常
務
会
制
度
を
法
的
に
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

逆
に
取
締
役
会
が

（
株
主
総
会
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
）

形
式
化
し



か。t三）

部
長
会
議

部
長
会
議
（
2
月
三
百
円
2
5
5
は
各
部
門
責
任
者
で
あ
る
部
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、

に
関
す
る
総
括
的
、
全
般
的
方
針
を
協
議
し
決
定
す
る
機
能
を
担
当
す
る
機
関
で
あ
る
。

制

ホ
ー
ル
デ
ン
（
民
o
－eる
に
よ
れ
ば
、
部
長
会
議
は
総
括
経
営
層
に
属
す
る
と
さ
れ
る
が
、

い
う
こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
「
経
営
者
」
の
範
囲
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
。

」
れ
に
社
長
が
出
席
し
て
、

経
営
管
理

法
的
に
み
れ
ば
任
意
の
業
務
執
行
機
関
と

部
長
会
議
は
常
務
会
の
設
け
ら
れ
て
い
な
い
会
社
で
多
く
設
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
部
長
の
単
な
る
連
絡
会
議
で
は
な
く
、
社
長
と
部

長
と
が
公
式
的
な
会
議
を
聞
い
て
、
全
般
的
経
営
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

輔

わ
が
国
で
は
、
東
京
瓦
斯
で
部
長
会
議
を
設
け
て
い
る
。
社
長
、
副
社
長
、
常
務
取
締
役
（
三
名
〉
、
取
締
役
調
査
部
長
、
取
締
役
部
長

（
三
名
）
、
部
長
（
一
名
）
、
お
よ
び
同
系
会
社
専
務
取
締
役

の
一
五
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

議
長
に
は
副
社
長
が

（
ニ
名
）
、

あ
た
り
、
毎
週
一
回
聞
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

部
長
会
議
の
附
属
事
項
と
し
て
、
次
の
事
項
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(1) 

事
業
計
画

管
理
計
画

(2) (3) 

予
算
統
制

(4) 

職
制
の
制
定
お
よ
び
改
廃

人
事
問
題
（
採
用
計
画
、
給
与
体
系
、
副
部
長
以
上
の
昇
格
、
賞
与
の
評
価
お
よ
び
賞
罰
）

-323ー

(5) (6) 

労
働
問
題

経
営
者
の
法
的
吟
味
同
（
中
村
）
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富
大
経
済
論
集

四

(7) 

業
務
改
善

(8) 

そ
の
他
重
要
事
項

ホ
ー
ル
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
部
長
会
議
は
部
門
経
営
者
の
代
表
者
が
会
議
の
審
議
に
定
例
的
に
参
加
す
る
の
で
、
各
部
門
の
利
害
お
よ
び

見
解
を
適
当
に
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
う
い
っ
た
参
加
に
よ
り
、
会
議
の
決
定
を
よ
く
諒
承
し
、
ま
た
よ
く
守
る
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
各
部
門
経
営
者
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
門
の
管
理
責
任
を
も
っ
て
お
り
、
総
括
経
営
に
は

ハ
l
フ
・
タ
イ
ム
に
し
か
従
事
し
な
い
。
従
っ
て
、
大
企
業
に
お
い
て
長
期
計
画
、
総
合
政
策
の
樹
立
、
業
讃
の
検
討
な
ど
の
総
括
的
経

営
が
複
雑
に
な
る
と
、
部
長
会
議
で
は
不
十
分
に
な
る
哨

胸）

代
表
取
締
役

会
社
の
業
務
執
行
（
経
営
管
理
）
の
権
限
は
、
商
法
上
、
取
締
役
会
に
属
す
る
が
（
商
二
六
O
条
前
段
）
取
締
役
会
は
会
議
体
の
機
関
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
決
定
し
た
こ
と
を
自
ら
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
か
っ
不
適
当
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
、
取
締
役
会
の
決
定
を
執

ま
た
常
務
に
つ
い
て
専
決
執
行
す
る
機
関
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
代
表
取
締
役
」
で
あ
っ
て
、
会
社
は
取
締
役
会
の
決
議
を

行
し
、

も
っ
て
、
代
表
取
結
役
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
二
六
一
条
一
項
）
。

代
表
取
締
役
と
い
う
名
称
は
、
「
会
社
代
表
」
の
側
面
か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
、
イ
タ
リ
ア
法
に
お
い
て
も
取
締
役
は
取
締
役
会
を
組
織

し
（
民
法
典
二
三
八
O
条
二
項
）
、
会
長
を
互
選
す
る
と
と
も
に
（
同
条
四
項
）
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
代
表
取
締
役
（
S
H
E
－E
m
t
n
E
E

n
z
z
r
E
3再
開
＝
窓
口
N
m
w

）
を
選
任
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
（
民
法
典
二
三
八
四
条
参
照
）
。

ド
イ
ツ
株
式
法
は
共
同
代
表
の
原
則

g
q（
吉
田
口
！

？主
N

《
古
の
2ω
ヨプ

dzzdm）
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
（
株
式
法
七
一
条
二
項
一
文
）
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ

わ
が
国
の
商
法
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
法
が
単
狙
代
表
を
原
則
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

法
に
お
い
て
は
、
代
表
取
締
役
と
い
う
名
称
は
な
く
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
業
務
担
w
l
取
締
倹



（

B
S
ω
m
E開
会
吊
2
c♂
部
門
三
円
伶

ι一
同
月
刊
号
♂

ま
た
は
君
2
E口
問
仏
弓

R
Z円
）
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
社
長
（
七
円
。

a
g
c、
副
社
長

（〈

5
1官同
E
存
三
）
等
の
い
わ
ゆ
る
執
行
役
員
（
g
m
E江
口

m
C
H
P
R）
が
存
在
す
る
。

会
社
代
表
は
対
内
的
に
見
れ
ば
、
常
に
業
務
執
行
で
あ
る
か
ら
、
代
表
取
締
役
は
対
外
的
に
は
会
社
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
り
、
対
内

的
に
は
業
務
執
行
担
当
機
関
で
あ
る
。
し
か
も
必
要
常
設
の
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
総
括
経
営
層
」
の
範
臨
時
に
層
す
る
こ
と
は
異
論
が

な
い
と
息
う
。
形
式
上
は
株
主
総
会
が
な
お
最
高
の
権
限
を
保
持
し
て
い
る
と
一
言
わ
れ
な
が
ら
、
会
社
の
実
権
は
取
締
役
会
か
ら
、
さ
ら

に
代
表
取
締
役
に
移
行
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

代
表
取
締
役
と
取
締
役
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
は
取
締
役
会
で
決
定
し
た
意
思
を
単
に
実
行
す
る
に
す
ぎ
な
い
機
関
で

帥

あ
る
と
い
う
説
と
、
み
ぎ
か
ら
業
務
執
行
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
と
い
う
跡
が
あ
る
。

前
説
に
よ
る
と
、
株
式
会
社
で
業
務
執
行
の
意
思
を
決
定
す
る
の
は
取
締
役
会
で
あ
っ
て
、
そ
の
執
行
行
為
と
代
表
行
為
は
代
表
取
締

役
が
担
当
す
る
が
、
代
表
取
締
役
は
取
締
役
会
が
決
定
し
た
意
思
を
執
行
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
み
ず
か
ら
経
営
管
理
の
意
思
を
決
定
で

き
な
い
。
た
だ
取
締
役
会
は
商
法
上
そ
の
固
有
の
権
限
と
さ
れ
て
い
る
事
項
お
よ
び
重
要
な
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
、
み
ず
か
ら
意
思
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
細
目
的
事
項
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
業
務
執
行
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
取
締
役
に
委
任
で
き
る
し

こ
と
に
日
常
の
業
務
執
行
の
決
定
は
代
表
取
締
役
の
選
任
と
同
時
に
、
当
然
委
任
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
後
説
は
代
表
取
締
役
は
代
表
権
を
有
す
る
範
囲
に
お
い
て
は
業
務
執
行
の
権
限
を
有
し
、
法
律
、
定
款
ま
た
は
取
締

役
会
決
議
で
取
締
役
会
の
決
定
に
留
保
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、

み
ず
か
ら
業
務
執
行
の
決
定
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
も
し
前
説
に

よ
れ
ば
特
別
の
委
任
が
な
い
限
り
、
会
社
の
業
務
執
行
は
一
々
取
締
役
会
の
決
議
を
必
要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
で
は
会
社
経
営

-325ー

の
実
情
に
そ
わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
法
が
代
表
取
締
役
は
会
社
の
営
業
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
代
表
権
を
有
し
、

か
っ
そ
の
代

表
権
に
加
え
た
制
限
を
も
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
も
の
と
す
る
趣
旨
（
商
二
六
一
条
三
項
）
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）

五
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と
す
る
。
ま
た
本
来
代
表
取
締
役
は
会
社
代
表
権
を
有
す
る
に
止
ま
り
、
業
務
執
行
の
決
定
権
を
有
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
法
は

た
だ
会
社
は
裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外
に
お
い
て
代
表
取
締
役
が
代
表
す
る
旨
を
定
め
れ
ば
足
り
、
そ
の
代
表
権
を
営
業
に
限
る
こ
と
は
、

そ
の
必
要
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
不
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
私
は
現
代
的
大
企
業
に
お
い
て
は
、
代
表
取
締
役
は
単
に
決
議
の
執

行
の
み
で
な
く
、
経
常
的
業
務
を
専
決
し
、

か
つ
執
行
す
る
権
限
を
固
有
す
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
後
説
が
妥
当
と
考
え
る
。

代
表
取
締
役
の
選
任
は
取
締
役
会
に
お
い
て
行
う
の
で
あ
る
が
（
商
二
六
一
条
一
項
）
、
定
款
の
規
定
を
も
っ
て
、

拙

開

制

権
限
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
通
説
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
が
、
否
定
す
る
説
か
妥
当
と
考
え
る
。
す

こ
れ
を
株
主
総
会
の

な
わ
ち
現
行
商
法
に
よ
っ
て
、
取
締
役
会
お
よ
び
代
表
取
締
役
の
経
営
権
は
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
総
会
は
会
社
組
織

と
し
て
の
取
締
役
を
選
任
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
誰
を
最
高
経
営
者
に
す
る
か
は
、
も
は
や
経
営
上
の
判
断
で
あ

っ
て
、
株
主
総
会
が
経
営
に
干
渉
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
取
締
役
会
は
代
表
取
締
役
に
対
し
て
、
命
令
監
督
の

権
担
を
有
し
、
こ
の
権
限
は
取
締
役
会
が
代
表
取
締
役
の
解
任
権
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
裏
づ
け
ら
れ
る
が
、
も
し
総
会
が
代
表
取
締
役

を
選
任
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
取
権
役
会
は
そ
の
解
任
権
を
有
し
な
い
結
果
、
監
督
の
権
限
は
裏
づ
け
を
失
い
、
そ
の
実
を
あ
げ
る

」
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
立
法
論
と
し
て
、
取
締
役
た
る
資
格
の
存
在
を
そ
の
地
位
の
要
件
と
し
な
い
代
表
取
締
役
を
み
と
め
、
代
表
取
締
役
の
名
称
を

”
 

社
長
、
副
社
長
な
ど
実
践
上
の
呼
称
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。
代
表
取
締
役
の
職
務
代
行
者
に
関
し
て
は
、
す
で
に
取
締

輔

役
た
る
資
格
を
要
件
と
し
な
い
判
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
後
述
の
役
付
取
締
役
の
資
格
と
も
関
連
す
る
が
、
私
も
同
意
見
で
あ
る
。

伊）

役
付
取
締
役

一
般
に
は
会
長
、
社
長
、
副
社
長
、
専
務
取

役
付
取
締
役
と
は
、
会
社
の
内
部
的
な
業
務
執
行
に
あ
た
る
役
付
の
取
締
役
で
あ
っ
て
、

締
役
、
常
務
取
締
役
と
称
さ
れ
る
者
ハ
総
裁
、
副
総
裁
、
頭
取
、
副
頭
取
、
理
事
長
、
副
理
事
長
な
ど
を
含
む
）
が
こ
れ
に
属
す
る
。
こ



う
い
う
役
付
取
締
役
を
業
務
担
当
取
締
役
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
私
は
か
か
る
表
現
を
と
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
平
取
締
役

も
業
務
執
行
を
担
当
す
る
と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
法
の
下
に
お
い
て
は
、
業
務
担
当
取
締
役
ハ
自
由

g
m山
口
聞
き
8
8♂

ωmEn巾
昏
2言、
2
3
E認
を

aa）
と
い
う
制
度
が
あ

る
。
取
締
役
会
は
会
議
体
で
あ
り
、
常
時
開
催
す
る
に
適
し
な
い
の
で
、
迅
速
に
業
務
執
行
を
行
な
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
取
締
役
会
は

そ
の
構
成
員
の
一
人
ま
た
は
数
人
の
者
を
、
業
務
担
当
取
締
役
に
選
任
し
、
こ
れ
に
取
締
役
会
の
権
限
の
一
部
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

輔

る
。
こ
の
場
合
、
株
主
総
会
は
こ
の
こ
と
に
干
渉
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
執
行
役
員
（

aggmロ
ロ
宮
〉
の
制
度
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
に
は
、
社
長

Q
E民間口。、
税、

書
役
（

5
5
s
q）
お
よ
び
会
計
役
官
自
民
向
）
が
あ
り
、

と
く
に
大
会
社
で
は
取
締
役
会
長
公
｝

E
5
2
0ご
Z
Z
R
ε
、
副
会
長
守
山
口
？

司

EH島
内
口
同
）
、
総
支
配
人
（

m
g
s
－2
5
m
R）
、
会
計
検
査
役
（
n
E
g
－－2・
8
5
3
0一一角）

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
役
員
は
、

会
社
の
経
営
に
つ
い
て
比
較
的
大
き
な
権
限
を
行
使
す
る
高
級
代
理
人
で
あ
る
点
で
、

と
区
別
さ
れ
弘
役
員
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
州
で
は
会
社
法
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
州
で
は
各
会
社
の
基
礎
定
款
も
し
く
は
附
属
定
款

に
お
い
て
、
取
締
役
会
が
こ
れ
を
選
任
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
選
任
は
通
常
年
次
株
主
総
会
に
つ
ぐ
最
初
の

取
締
役
会
で
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
多
数
の
州
制
定
法
で
は
、
社
長
は
取
締
役
の
中
か
ら
選
任
す
べ
き
旨
を
要
求
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

使
用
人
公

51az〉
と
呼
ば
れ
る
下
級
代
理
人

の
役
員
に
つ
い
て
は
か
よ
う
な
資
格
を
要
求
す
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
基
礎
定
款
、
附
属
定
款
で
も
遥
常
社
長
以
外
の
役
員
に
は
取
締
役

輔

で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
法
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
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一
九
四
三
年
法
は
任
意
機
関
ハ
O
円程
g
g
n己
宣
言
）
で
は
あ
る
が
、
理
事

2
5
2
2円
札
口
血
邑
）

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
会
長
は
そ
の
責
任
の
も
と
に
会
社
の
総
指
揮
を
す
る
が
、
取
締
役
会
は
、
会
長
の
提
案
に
基
づ
き
、
会
長

を
補
佐
せ
し
め
る
た
め
、
取
締
役
ま
た
は
取
締
役
で
な
い
者
か
ら
理
事
を
選
任
し
、
会
長
に
附
寓
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る

フ
ラ
ン
ス
法
で
も
、

の
制
度
を
み
と
め

（
一
九
四
三

経
営
者
の
法
前
吟
味
伺
（
中
村
〉

七
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八

年
法
に
よ
り
修
正
さ
れ
た
一
九
四
O
年
法
第
二
条
一
項
二
文
）
。
こ
の
理
事
は
取
締
役
会
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
が
、
会
長
の
提
案
に
基
づ
く
か
ら
、

そ
の
選
任
に
は
、
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
取
締
役
会
と
会
長
と
の
合
意
、
公
2
R
e
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
、
理
事
は
必
ず
し
も
取
締
役

た
る
こ
と
を
要
し
な
い
し
、

し
た
が
っ
て
ま
た
株
主
資
格
も
必
要
で
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
法
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
は
任
意
的
機
関
と
し
て
、

一
名
も
し
く
は
複
数
の
取
締
役
を
、
業
務
担
当
取
締
役
会
B
E
E
－2
7

え
C日
常
｝
ゆ
尚
三
C
C
E
H
d
g
B
E
E
C
H
一官。－
a

E
）
に
選
任
し
、

取
締
役
会
の
職
務
権
限
を
こ
れ
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（
民
法
典
二
三
八
一
条
本
文
）
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
多
く
の
会
社
に
お
い
て
、
役
付
取
締
役
が
設
け
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
そ
し
て
、
対
外
的
に
も
、
代
表
取

締
役
と
い
う
肩
書
と
同
様
に
、
社
長
、
副
社
長
な
ど
の
肩
書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
経
営
学
的
に
は
、
役
付
取
締
役
の

方
が
代
表
取
締
役
よ
り
も
重
要
な
概
念
と
い
え
る
が
、
商
法
に
は
一
カ
条

（
商
二
六
二
条
）

規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
し
て
選
任
さ
れ
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
か
は
、
商
法
の
規
定
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。

代
表
取
締
役
と
役
付
取
締
役
を
同
一
視
し
て
、
代
表
取
締
役
以
外
に
こ
れ
と
は
独
立
し
た
役
付
取
締
役
、
を
認
め
な
い
説
が
あ
弘
こ
れ

幼

と
同
立
場
の
判
例
も
あ
ふ
σ

こ
の
立
場
か
ら
は
社
長
、
副
社
長
な
ど
を
、
部
長
や
支
店
長
と
同
じ
く
、
会
社
の
使
用
人
と
す
る
考
え
方
を

と
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
、
代
表
権
の
な
い
取
締
役
は
、
一
方
で
は
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
会
社
と
委
任
関
係
に
た
ち
、
他

方
社
長
、
副
社
長
等
と
し
て
会
社
と
雇
傭
、
委
任
関
係
に
た
つ
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、

ω部
長
や
支
店
長
等
は
単
な
る
営
業
上
の
業

務
分
配
の
た
め
の
職
制
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
長
、
副
社
長
、
専
務
等
は
普
通
そ
の
職
制
の
基
礎
を
定
款
ま
た
は
取
締
役
会
規
則
に
も
ち

い
わ
ば
会
社
組
織
上
の
倹
職
で
あ
る
こ
と
、

ω次
に
部
長
、
支
店
長
等
は
特
定
部
門
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
の
に
対
し
、
社
長

副
社
長
は
総
括
的
、
全
般
的
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
両
者
を
一
律
に
会
社
と
雇
燭
関
係
に
た
つ
と
い
う
こ
と
は

適
当
で
は
な
い
。
ま
た
代
表
取
締
役
以
外
に
独
立
し
た
役
付
取
締
役
を
認
め
な
い
と
す
る
と
商
法
第
二
六
一
条
一
項
の
条
文
も
「
会
社
ヲ



代
表
ス
ベ
ギ
取
締
役
」
と
し
な
い
で
、
「
会
社
ノ
業
務
ヲ
執
行
シ
、

カ
ツ
会
社
ヲ
代
表
ス
ベ
キ
取
締
役
」
と
す
べ
き
で
、

む
し
ろ
条
文
の

表
現
を
卒
直
に
認
め
て
、
商
法
は
会
社
の
代
表
す
る
取
締
役
に
つ
い
て
だ
け
規
定
し
た
と
解
す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

叫

私
は
代
表
取
締
役
以
外
に
こ
れ
と
は
独
立
し
た
機
関
と
し
て
、
役
付
取
締
役
を
認
め
る
説

r賛
成
で
あ
る
。
東
京
地
方
裁
判
所
の
商
事

凶

専
門
の
部
で
あ
る
第
八
部
の
近
時
の
判
池
内
も
、
そ
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
役
付
取
締
役
は
「
経
営
者
」
で
あ
る
。
役
付
取

締
役
の
権
限
の
範
囲
は
、
一
般
に
取
締
役
会
の
決
議
ま
た
は
そ
の
決
議
を
も
っ
て
定
め
た
業
務
規
則
（
取
締
役
会
規
則
）
を
も
っ
て
、
包

括
的
に
定
め
ら
れ
る
。

次
に
各
種
の
役
付
取
締
役
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

会
長

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
ド
ン
（
C
2
L
C与
が
取
締
役
会
長

刷

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（（
U
Z
5
H】
g
c
h
子
何
回

C
2
L）
に
も
、

次
の
よ
う
な
種
々
の
も
の
が
あ

（イ

前
社
長
が
会
社
を
引
退
し
て
会
長
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
社
長
が
最
高
経
営
担
当
者

q
z
n
E
2
2
5
5
で
あ
る
訓

前
社
長
が
会
社
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
引
退
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
会
長
は
若
干
の
職
務
か
ら
解
放
さ

れ
、
し
か
も
最
高
経
営
担
当
者
で
も
あ
弘

（ロ）かす

会
社
に
よ
っ
て
は
、
会
長
が
そ
の
会
社
の
社
長
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
最
高
経
営
担
当
者
で
あ
り
、

同る。

か
つ
積
極
的
な
指
導
者
で
あ

（ニ）

時
に
は
、
会
長
の
権
限
は
あ
る
特
殊
の
も
の
、

た
と
え

ば
財
務

限
ら
れ
る

と
も
あ

号制
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（ホ）

あ
る
場
合
に
は
、
会
長
は
何
ら
の
権
限
を
も
た
な
い
、

（
Z
S
で
あ
る
こ
と
が
あ
弘

た
ん
な
る
「
表
看
板
」

フ
ラ
ン
ス
で
は
取
締
役
会
長
（
望
台
辛
口
T
L
5
2
2
H
m
E臥
片
山
一
）
が
常
に
か
つ
同
時
に
社
長
を
兼
ね
、

そ
の
権
限
は
強
大
で
あ
る
。
す
な
わ

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）

1L 
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。

ち
、
会
長
は
単
に
取
締
役
会
の
決
議
を
執
行
す
る
権
限
の
み
な
ら
ず
、
経
常
的
業
務
を
専
決
し
、
か
つ
執
行
す
る
権
限
を
も
固
有
し
て
お

叫

り
、
定
款
を
も
っ
て
し
で
も
、
こ
の
常
設
的
決
定
権
を
奪
う
こ
と
は
許
き
れ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
者
が
同
時
に
取
締
役
会
を
主
宰
す
る

の
で
あ
る
。
法
は
取
締
役
会
が
そ
の
成
員
中
よ
り
会
長
を
選
任
す
べ
き
こ
と
を
定
め
て
い
る
が

挙
の
方
法
で
取
締
役
会
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
株
主
総
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
、
定
款
を
も
っ
て
指
名
す
る
こ
と

帥

も
で
き
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
一
九
四
三
年
法
一
一
一
条
一
文
）

会
長
は
選

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
取
締
役
が
二
名
以
上
存
在
す
る
と
き
は
、
取
締
役
会
が
組
織
さ
れ
る
の
で
、
必
ら
ず
会
長
を
選
任
す
る
こ
と

を
要
す
る
旨
が
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
る
（
民
法
典
二
三
八

O
条
四
項
）
。
そ
の
権
隈
に
つ
い
て
は
、
会
長
は
取
締
役
会
の
招
集
を
行
な
い
、

る取
開締

役
A 
Z問

議
を
運
戸以，
邑

す
る
ほ
力、

会
長
は
一
般
に
代
表
取
締
役
と
さ
れ
る
か
ら
、

代
表
取
締
役
と
し
て
の
権
眼
も
も
つ
の
が
通
常
で
あ

わ
が
国
に
お
い
て
は

「
会
長
」
ま
た
は

「
取
締
役
会
長
」

と
呼
ば
れ
る
役
付
取
締
役
の
権
限
に
つ
い
て
は
、

取
締
役
会
を
主
催
す
る

（
招
集
し
、
議
長
と
な
る
）
権
限
し
か
有
し
な
い
場
合
と
、
広
く
会
社
の
業
務
を
総
括
す
る
権
限
を
有
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場

合
に
は
、
会
長
は
代
表
取
締
役
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
。
会
社
の
業
務
を
総
括
す
る
と
い
う
の
は
経
営
管
理
に
つ
き
、
会
長
が
最
高
責
任

者
で
あ
り
、

か
つ
最
高
権
限
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(2) 

社
長

「
社
長
」

（口
r
F
Z
R
σ
門
戸
片
山
〈
♂
ぢ

H
Y
Z
2三
ぞ
る
ま
た
は

「
取
締
役
社
長
」

と
呼
ば
れ
る
役
付
取
締
役
は
、
常
に
代
表
取
締
役
を
兼
ね
て

い
る
の
が
実
際
で
あ
る
。

会
長
が
お
か
れ
、

し
か
も
そ
の
会
長
が
経
営
の
最
高
責
任
者
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、

社
長
は
会
長
を
補
佐
し
て
会
社
の
業
務
を
処
理

ー
し
、
執
行
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
に
は
会
長
の
職
務
を
代
行
ま
た
は
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
に
と
ど
ま
る
の
が
普
通
で
あ
る
。



会
長
が
設
け
ら
れ
な
い
か
、
ま
た
は
設
け
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
取
締
役
会
を
主
催
す
る
権
限
し
か
有
し
な
い
場
合
に
は
、
社
長
は
会
社

の
業
務
を
総
括
す
る
権
限
を
有
し
、
社
長
は
経
営
の
最
高
責
任
者
か
つ
最
高
権
限
者
で
あ
る
。

中
小
の
会
社
で
は
、
大
部
分
総
括
経
営
は
社
長
一
人
に
よ
っ
て
、
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
会
社
の
場
合
で
も
、
そ
の
生
成
期
に
は

多
く
の
優
れ
た
社
長
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
て
き
た
例
が
あ
る
。

社
長
一
人
に
よ
る
経
営
の
長
所
は
、
臨
時
に
速
や
か
に
重
要
な
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
責
任
の
統
一
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
短
所
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（イ）

社
長
は
事
業
の
各
種
側
面
に
つ
い
て
の
経
験
、
知
識
、
識
見
を
総
合
で
き
な
い
た
め
に
、
独
断
専
行
に
お
ち
い
り
日
仰
い
c

社
長
は
総
括
経
営
以
外
に
事
業
者
団
体
の
活
動
へ
の
参
加
そ
の
他
種
々
の
用
務
が
あ
り
、
時
間
と
精
力
の
不
足
の
た
め
に
、
肝
心
な

（ロ）
総
括
経
営
を
満
足
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

付
社
長
独
裁
の
場
合
、
そ
の
杜
長
が
死
亡
ま
た
は
退
社
し
た
と
き
に
は
、

必
然
的
に
企
業
の
瓦
解
を
生
ず
る
。

(3) 

副
社
長
、
専
務
取
締
役
、
常
務
取
締
役

社
長
の
ほ
か
に
、
総
括
的
、
全
般
的
経
営
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
、
副
社
長

常
務
取
締
役
が
あ

（
〈
庁
内

I
℃
円

E
E
S
C、
専
務
取
締
役
、

る
専
務
取
締
役
と
か
、
常
務
取
締
役
は
取
締
役
の
地
位
に
お
い
て
経
営
担
当
機
関
と
な
る
の
で
は
な
く
、
取
締
役
と
か
別
に
そ
の
専
務
ま

た
は
常
務
と
い
う
言
葉
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
業
務
執
行
を
担
当
す
る
者
で
あ
る
。

一
般
に
、
副
社
長
ま
た
は
取
締
役
副
社
長
は
、
社
長
を
補
佐
し
て
会
社
の
業
務
を
処
理
し
、
社
長
に
事
故
あ
る
場
合
に
社
長
の
職
務
を

一331-

代
理
、
代
行
す
る
。
こ
の
点
、

そ
の
期
間

ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
で
、
副
社
長
は
社
長
が
死
亡
、
不
在
等
の
理
由
で
空
白
と
な
る
場
合
に
、

の
職
務
を
代
理
、
代
行
し
、
こ
の
機
能
は
附
闇
定
款
ま
た
は
取
締
役
会
議
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
否
と
に
関
係
な
く
、
副
社

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）
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一
誌
の
固
有
の
潅
限
と
さ
れ
る
。

専
務
取
締
役
も
副
社
長
と
ほ
ぼ
同
じ
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
副
社
長
が
存
在
す
る
と
き
は
、
社
長
の
み
で
な
く
、
副
社
長
を

補
佐
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

常
務
取
締
役
は
専
務
取
締
役
と
概
ね
同
じ
権
限
を
有
す
る
。

右
に
の
ベ
た
役
付
取
締
役
の
中
で
、
社
長
以
外
の
者
は
必
ず
し
も
取
締
役
た
る
こ
と
を
要
件
と
し
な
い
例
を
ア
メ
リ
カ
法
に
見
出
し
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
理
事
制
度
も
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
取
締
役
で
な
い
役
付
取
締
役
の
存
在

を
わ
が
商
法
で
も
認
め
う
る
か
。
わ
か
国
で
は
、
対
外
的
業
務
執
行
（
代
表
）
を
、
取
締
役
か
ら
選
任
さ
れ
る
代
表
取
締
役
に
行
わ
せ
て

い
る
趣
旨
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
含
む
業
務
執
行
の
全
体
に
つ
い
て
も
、
取
締
役
か
ら
選
任
さ
れ
た
役
付
取
締
役
の
み
が
、
そ
の
権
限
を
有

す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
立
法
論
と
し
て
は
、
代
表
取
締
役
の
呼
称
を
廃
止
し
、
取
締
役
た
る
資
格
の
存
在
を
そ
の
地
位
の

要
件
と
し
な
い
役
付
取
締
役
を
認
め
る
こ
と
が
、

い
わ
ゆ
る
所
有
と
経
営
の
分
離
な
い
し
、
経
営
者
支
配
に
即
応
し
て
合
理
的
で
あ
る
と

考
え
る
。

（六）

表
見
代
表
取
締
役

社
長
、
副
社
長
、
専
務
取
締
役
、
常
務
取
締
役
そ
の
他
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
認
む
べ
き
名
称
を
付
し
た
取
締
役
の

な
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
代
表
権
を
有
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
会
社
は
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
そ
の
責
に
任
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
商
二
六
二
条
）
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
者
保
護
の
た
め
に
表
見
的
に
代
表
取
締
役
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
者
を
「
表
見
代

表
取
締
役
L

と
い
う
。

表
見
代
表
取
締
役
は
前
述
の
役
付
取
締
役
を
、
そ
の
会
社
代
表
の
見
地
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
表
見
代
表
取
締
役
た
る
要
件
と
し
て

社
長
、
副
社
長
、
専
務
取
締
役
、
常
務
取
締
役
、
総
裁
、
副
総
裁
、
頭
取
、
副
頭
取
、
理
事
長
、
副
理
事
長
等
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を



有
す
る
も
の
と
認
め
る
べ
き
名
称
を
付
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
と
も
に
、
会
社
が
そ
の
よ
う
な
名
称
を
付
す
る
こ
と
を
許
し
た
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

表
見
代
表
取
締
役
と
さ
れ
る
に
は
、
当
然
会
社
の
取
締
役
た
る
こ
と
を
要
す
る
か
、
ま
た
は
そ
の
他
の
者
で
も
よ
い
か
に
つ
い
て
は
争

い
が
あ
る
仰
、
善
意
の
第
三
者
保
護
の
た
め
に
、
取
締
役
た
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
解
す
る
。
最
近
の
最
高
裁
判
所
の
判
例
も
こ
の
見
解

を
と
り
、
会
社
の
使
用
人
が
代
表
取
締
役
の
承
認
の
も
と
に
常
務
取
締
役
の
名
称
を
使
用
し
て
な
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
第
二
六
二
条
は

匂

類
推
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
会
社
の
使
用
人
は
、
本
来
経
営
者
で
は
な
い
が
、
善
意
の
第

三
者
に
対
し
て
は
、
「
経
営
者
」
た
る
代
表
取
締
役
と
み
な
し
て
、
会
社
が
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

同

取
締
役

経
営
学
に
お
い
て
、
平
の
取
締
役
は
一
般
に
「
経
営
者
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
取
締
役
会
を
構
成
す
る
取
締
役
に
は
、

た
だ
会
社
業
務
の
意
志
決
定
に
参
加
す
る
に
す
ぎ
な
い
た
ん
な
る
取
締
役
と
、
さ
ら
に
そ
の
業
務
を
実
際
に
執
行
す
る
役
員
取
締
役
、
し

同

た
が
っ
て
経
営
者
と
の
二
種
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
を
法
律
上
、
比
較
法
的
に
考
察
す
る
と
、
先
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
個
々
の
取
締
役
は
、
会
社
の
た
め
に
行
為
す
る
権
限

を
も
た
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
会
社
の
権
能
の
行
使
は
、
個
々
の
取
締
役
公
Z
E会
三
含
己
岳

5
g
g）
に
で
は
な
く
、

会
議
体
と

し
て
の
取
締
役
会
に
対
し
て
の
み
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
々
の
取
締
役
は
、
会
社
経
営
の
権
限
が
集
合
的
に
（

g
＝5
5
－5

帰
属
し
て
い
る
取
締
役
会
の
一
員
た
る
に
す
ぎ
ず
岬

会
社
の
業
務
執
行
を
個
々
に
は
な
し
え
な
い
か
ら
、

「
経
営
者
」

つ
ま
り

で
は
な

し、。

-333ー

ア
メ
リ
カ
法
上
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
と
同
様
、
取
締
役
が
単
独
で
は
何
ら
の
権
限
も
有
し
な
い
と
い
う
原
則
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
加

す
な
わ
ち
、
取
締
役
は
取
締
役
会
を
通
じ
て
の
み
活
動
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
取
締
役
会
を
離
れ
て
、
単
独
に
会
社
を
拘
束
す
る
契
約
そ

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）
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四

の
他
の
法
律
行
為
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
法
上
の
取
締
役
は
「
経
営
者
」
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て

ア
メ
リ
カ
法
上
の
取
締
役
は
経
営
者
と
は
言
え
な
い
。
経
営
管
理
の
主
体
性
を
各
取
締
役
に
認
め
る
こ
と
な
く
、
取
締
役
会
に
こ
れ
を
お

い
た
理
由
は
、
取
締
役
は
株
主
か
ら
選
任
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
会
議
で
、
純
正
的
方
法
で
、
各
取
締
役
が
意
見
を
交
換
、
討

同

議
し
て
結
論
を
出
す
こ
と
が
、
株
主
を
捧
護
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
取
締
役
（
〈
C
E
S邑
）
を
構
成
す
る
取
締
役
員
（
〈
2
E邑
自
民
間
ご
丘
2
）
は
、

し
え
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
。
従
っ
て
、
取
締
役
員
は
原
則
と
し
て
「
経
営
者
」
で
は
な
い
。

業
務
執
行
ま
た
は
会
社
代
表
を
な

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
は
数
人
の
取
締
役
が
一
個
の
合
議
体
を
組
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
合
議
体
に
の

み
機
関
資
格

Z
E一志
q
c同
mgる
が
認
め
ら
れ
る
結
果
、
各
個
の
取
締
役
は
人
的
権
限

Q
2
5
5
司

2
8
5巳
）
も
固
有
の
権
限
（
℃

0
5
2

制

官
。
古
語
）
も
も
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
経
営
者
」
で
は
な
い
。

側

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
通
説
は
各
取
締
役
は
経
営
機
関
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
会
お
よ
び
代
表
取
締
役
は
業
務

執
行
機
関
で
は
あ
る
が
、
各
取
締
役
は
そ
れ
自
体
は
機
関
で
は
な
く
取
締
役
会
の
構
成
員
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。制

こ
れ
に
対
し
て
、
少
数
説
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
各
取
締
役
を
会
社
の
業
務
執
行
機
関
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（イ｝

各
取
締
役
は
強
立
し
て
、
個
別
的
に
権
限
を
行
使
し
う
る
旨
、
商
法
は
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
議
事
録
署
名
（
商
二
四
四
条
二
項
）

で
予
定
さ
れ
て
い
る
株
主
総
会
出
席
権
、
取
締
役
会
招
集
権
（
商
二
五
九
条
）
、
会
社
法
上
の
各
種
の
訴
の
提
起
権
（
商
二
四
七
条
、
二
五

三
条
、
二
八
O
条
ノ
一
五
、
三
八
O
条
、
四
一
五
条
、
四
二
八
条
）
、
検
査
役
の
選
任
請
求
権
ハ
商
一
七
三
条
一
環
、
二
八
O
条
ノ
八
）
、

整
理
の
開

始
お
よ
び
終
結
申
立
権
（
商
三
八
一
条
一
項
、
三
九
九
条
）

（ロ）

を
有
し
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
会
社
の
機
関
と
し
て
有
す
る
権
限
で
あ
る
。

商
法
典
が
第
三
節
会
社
の
機
関
中
に
、
第
二
款
「
取
締
役
叉
取
締
役
会
」
と
し
て
、

明
示
し
て
い
る
。

」
れ
を
機
関
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
を



取
締
役
乙斗= 
制
度
を
と
り

取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
の
各
取
締
役
も
会
社
の
利
益
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
。

か
つ
別
に
代
表
取
締
役
を
み
と
め
た
現
行
商
法
の
下
に
お
い
て
は
、
各
取
締
役
は
取
締
役
と
し
て
当
然
に
業

務
執
行
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
取
締
役
会
招
集
権

（
商
二
五
九
条
）

そ
の
他
の
権
限
を
行
使
し
う
る
旨
の
規

定
が
あ
り
、

そ
れ
に
基
い
て
、
事
実
上
も
経
営
管
理
権
を
行
使
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
も
必
要
的
業
務
執
行
機
関
で
あ
り
、
経

営
者
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

れ）

株
主
総
会

株
主
総
会
は
「
経
営
者
」
の
範
曙
に
自
問
す
る
か
、
否
か
。

わ
が
商
法
上
の
通
説
は

「
取
締
役
会
は
業
務
執
行
機
関
で
あ
る
か
ら
、

本
来
業
務
執
行
に
麗
し
な
い
会
社
の
合
併
、

解
散
、

営
業
の

譲
渡
ま
た
は
賃
貸
な
ど
会
社
ま
た
は
、
営
業
の
基
礎
に
関
す
る
事
項
が
、
そ
の
権
限
に
麗
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
な
お
業

務
執
行
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
も
、
法
律
に
よ
り
株
主
総
会
の
権
限
に
留
保
さ
れ
て
い
る
事
項
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
事
後
設
立

（
商
二
四
六
条
）
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
報
酬
の
決
定
（
商
二
六
九
条
、
二
八
O
条
）
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
会
社
は
定
款

を
も
っ
て
業
務
執
行
に
属
す
る
事
項
を
株
主
総
会
の
権
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
（
商
二
一
二

O
条
ノ
二
）
、

同

の
権
限
か
ら
除
か
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
も
ま
た
取
締
役
会

し
か
も
、
業
務
執
行
事
項
で
法
令
ま
た
は
定
款
を
も
っ
て
、
取
締
役
会
に
お
い
て
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
事
項
も
、
定
款
を
も
っ
て
株

同

主
総
会
の
権
限
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
株
主
総
会
が
取
締
役
会
の
上
級
機
関
で
あ
る
か
ら
と
し
て
い
る
。

こ
の
占
川
、

ド
イ
ツ
を
除
く
諸
国
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
等
に
お
い
て
は
今
日
で
も
株
主
総
会
が
会
社
最
高
機
関
で

．、A r 
-.),)::J-

あ
る
と
さ
れ
、
定
款
を
も
っ
て
す
れ
ば
業
務
執
行
に
の
り
だ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
私
は
次
の
よ
ろ
な
理
由
か
ら
、
こ
の
考
え
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）

五
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（イ）

山
中
一
務
執
行
を
も
っ
て
、

一
送
営
」

と
す
る
経
営
的
常
識
と
あ
ま
り
懸
隔
が
あ
り
実
際
に
も
株
主
総
会
が
通
常
の
業
務
執
行
に
関

思
決
定
に
の
り
だ
す
こ
と
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

理
論
的
に
考
え
て
も
、
株
式
会
社
の
機
構
的
な
特
徴
は
、
業
務
執
行
機
関
と
し
て
の
取
締
役
会
と
会
社
組
織
の
基
本
的
重
要
事
項
に

関
す
る
意
思
機
関
と
し
て
の
株
主
総
会
の
明
確
な
分
化
に
あ
る
。
意
思
決
定
と
い
う
同
質
的
な
権
限
を
も
っ
株
主
総
会
と
取
締
役
会
と

（ロ）

に
つ
い
て
、

一
方
で
は
法
律
ま
た
は
定
款
に
定
め
た
事
項
、
他
方
で
は
業
務
執
行
と
い
う
全
然
別
個
の
基
準
で
、

一
つ
の
会
社
権
限
を

分
配
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
が
、

昭
和
二
五
年
の
改
正
商
法
は
所
有
と
経
営
の
分
離
に
対
応
し
、
株
主
総
会
の
万
能
的

権
限
を
可
及
的
に
制
限
し
、
本
法
ま
た
は
定
款
に
定
め
ら
れ
た
事
項
（
組
織
事
項
に
限
る
と
解
す
る
〉
を
決
議
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
も

の
と
し
（
商
二
一
一
一
O
条
ノ
三
）
、
他
方
、

あ
ら
た
に
取
締
役
会
の
制
度
を
設
け
、

業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決
定
を
専
ら
取
締
役
会
に
委

解
釈
論
的
に
株
主
総
会
の
最
高
万
能
機
関
性
を
否
定
し
、
株
主

ね
て
い
る
（
商
二
五
九
条
l
二
六
O
条
ノ
一
二
）
。
昭
和
二
五
年
改
正
法
は
、

総
会
と
取
締
役
会
を
対
等
の
地
位
に
お
き
、
相
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
両
者
の
権
限
分
配
を
明
白
に
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

かす

フ
ラ
ン
ス
等
に
お
い
て
は
、
今
な
お
株
主
総
会
を
会
社
の
最
高
機
関
で
あ
る
と
し

な
が
ら
、
株
主
総
会
の
万
能
機
関
性
は
否
定
々
。
れ
つ
つ
あ
り
、
業
務
執
行
機
関
の
独
立
性
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
調
と
く
に
、
ド
イ
ツ
株

比
較
法
的
に
み
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、

式
法
第
七

O
条
第
一
項
は
、
経
営
権
の
絶
対
性
を
規
定
し
て
い
る
。

結
論
を
の
べ
れ
ば
、
私
は
株
主
総
会
は
業
務
執
行
機
関
で
は
な
く
、
「
経
営
者
」
で
は
な
い
と
解
す
る
。

仇）

監
査
役

経
営
学
者
は
、
監
査
役
を
「
経
営
者
」
と
は
認
め
な
い
。
た
と
え
ば
山
城
教
授
は
「
：
：
：
監
査
役
は
し
か
し
経
営
者
で
は
な
い
。

ア
メ

リ
カ
に
は
監
査
役
は
な
い
し
、

イ
ギ
リ
ス
の

k
r
c門吉
2
は
日
本
の
改
正
商
法
の
監
査
役
と
等
し
く
、

会
計
監
査
役
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で

あ
り
、
監
査
機
能
は
取
締
役
会
が
担
当
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
L

と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。



商
法
上
で
も
、
監
査
役
は
「
運
営
者
」
の
範
曙
に
入
れ
る
こ
と
が
不
適
vー
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
異
論
が
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

昭

和
二
五
年
商
法
改
王
前
に
あ
っ
て
は
、
監
査
役
は
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る
と
こ
ろ
の
業
務
監
査
を
主
た
る
任
務
と
し
て
併
せ
て

会
計
監
査
の
職
務
権
限
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
業
務
監
査
を
任
務
と
し
た
た
め
、
臨
時
株
主
総
会
の
招
集

三
五
条
二
時
明
）
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
の
定
員
不
足
の
場
合
に
お
け
る
一
時
的
職
務
代
行
者
の
選
任
申
立

（旧西一

（
旧
商
二
五
八
条
二
項
）
、

取
締
役

の
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
会
社
と
の
取
引
の
承
認
（
旧
西
二
六
五
条
）
、
取
締
役
の
欠
員
あ
る
場
合
に
お
け
る
取
締
役
の
職
務
代
行

（
旧
商
二
七
六
条
）
、
会
社
と
取
締
役
相
互
間
の
訴
訟
に
お
け
る
会
社
の
代
表
権
（
旧
商
二
七
七
条
）
、
会
社
の
整
理
、
特
別
清
算
の
申
立
（
旧

商
三
八
一
条
二
項
、
四
三
一
条
一
項
）
な
ら
び
に
株
主
総
会
決
議
の
取
消
、
増
資
、
合
併
、
設
立
無
効
の
各
訴
訟
の
提
起
（
旧
商
二
四
七
条
、
一
二

七
一
条
二
項
、
三
八
O
条
二
項
、
四
一
五
条
、
四
二
八
条
二
項
）
等
を
為
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
行
法
で
は
監
査
役
は
会
社
の
会
計

監
査
の
み
を
任
務
と
す
る
よ
う
に
な
り
（
商
二
七
三
条
以
下
）
、

業
務
監
査
は
取
締
役
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

監
査
役
は
会
社
の
機
関
で
は
あ
る
が
、
経
営
の
機
関
す
な
わ
ち
「
経
営
者
」
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
は
、
会
社
の
機
関
と
し
て
の
監
査
役
は
存
在
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
監
査
役
（

E
E
3）
の
職
務
は
わ
が
商
法
の
規
定
と
ほ

ぼ
同
じ
く
、
会
計
の
監
査
と
報
告
と
で
あ
る
。
た
だ
監
査
役
の
資
格
と
し
て
会
計
士
た
る
こ
と
が
必
要
な
点

（
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
一
六
一
条

一
項
）
が
わ
が
商
法
と
異
な
る
。

」
れ
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
の
監
査
役
（
〉
え

E
Z
E
C
は、

法
律
上
は
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監

監
査
役
会
と
い
う
合
議
体
を
と
り
、

査
す
る
機
関
で
あ
る
（
株
式
法
九
五
条
）
。

一
九
三
七
年
の
株
式
法
は
「
業
務
執
行
の
処
置
は
こ
れ
を
監
査
役
に
委
一
託
し
え
な
い
（
九
五
条
五

項
本
文
）
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
取
締
役
の
選
任
、
解
任
、
固
定
資
産
の
売
却
、
総
支
配
人
の
任
命
、
減
価
償
却
額
、
準
備
金
の

一－ 337ーー

設
定
、
社
債
の
発
行
等
が
監
査
役
会
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
取
締
役
会
と
大
体
同
じ
機
能
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
経

同

営
学
者
は
ド
イ
ツ
の
監
査
役
を
経
営
者
の
範
轄
に
属
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
上
、
業
務
執
行
の
処
置
は
取
締
役
に
帰
属
し
、

経
営
者
の
法
的
吟
味
同
（
中
村
〕

七
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監
査
役
を
業
務
執
行
機
関
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
ま
た
監
査
役
は
単
な
る
会
計
の
監
査
機
関
で
は
な
く
、
取
締
役
の
業
務
執

監
督
し
、

行
を
監
査
、

そ
れ
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

取
締
役
の
一
定
業
務
に
対
す
る
同
意
権
も
も
っ
て
い
る
の
で

（
株
式
法
九
五
条
五

項
但
書
）
、
こ
れ
を
広
義
の
経
営
者
と
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。

同

検
査
役

商
法
は
検
査
役
企
臣
官
2
2
C
と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
必
要
の
都
度
、

株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
る
か
（
商
一
八
四
条
二
一
項
、
二
三
七
条
三
項
、
二
三
八
条
）
、
発
起
設
立
の
場
合
お
よ
び
募
集
設
立
の
と
き
に
、

い
わ
ゆ
る
「
危
険
な
約
束
」

事
項
を
定
款
に
定
め
た
と
き
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
（
商
一
七
三
条
、

一
八
一
条
、
二
九
四
条
、
一
二
八
八
条
、
四
五
二
条
）
、
業
務
お
よ

び
財
産
状
況
の
調
査
ま
た
は
会
社
の
設
立
手
続
の
調
査
を
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
性
質
は
監
査
役
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
権
限
が
計

算
の
正
否
お
よ
び
一
定
手
続
ま
た
は
業
務
執
行
の
適
法
性
の
調
査
の
み
に
限
定
さ
れ
、
業
務
執
行
の
合
目
的
性
に
及
ば
な
い
点
が
類
似
し

て
い
る
。
監
査
役
と
異
な
る
点
は
そ
の
一
時
的
な
機
関
で
あ
る
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
検
査
役
は
必
要
な
と
き
に
選
任
さ
れ
る
の
で
、
常
設
的
機
関
で
は
な
く
、
臨
時
的
機
関
に
す
ぎ
な
く
、

一
種
の
監
査
機
関

で
あ
っ
て
、
業
務
執
行
の
機
関
で
は
な
い
。
従
っ
て
「
経
営
者
」
の
範
曙
に
は
罵
さ
な
い
。

（ヰ

相
談
役
、
顧
問

会
社
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
定
款
で
ご
顧
問
」
ま
た
は
「
相
談
役
」
の
制
度
を
お
く
こ
と
が
ま
れ
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
定
款
の
規
定
が

有
効
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
相
談
役
、
顧
問
の
性
格
や
権
限
等
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

概
し
て
、
相
談
役
も
顧
問
も
、
意
見
、
判
断
ま
た
は
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
経
営
管
理
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
期
す

る
任
意
的
機
関
で
あ
り
、
意
思
機
関
で
も
、
執
行
機
関
で
も
な
く
、
ま
た
監
査
機
関
で
も
な
く
、
単
に
執
行
機
関
の
補
助
的
機
関
で
あ

榊
る
。
そ
し
て
、
相
談
役
は
一
般
的
経
験
を
基
礎
と
し
た
意
見
、
判
断
を
提
供
す
る
も
の
と
い
う
よ
う
に
一
応
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が



よ
く
似
た
制
度
で
も
あ
る
。

右
に
述
。
へ
た
よ
う
に
、
相
談
役
お
よ
び
顧
問
は
た
ん
に
業
務
執
行
機
関
の
補
助
的
機
関
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
経
営
者
L

と
呼
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
。

同

経
営
協
議
会

近
時
は
会
社
企
業
に
つ
い
て
、
経
営
協
議
会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
賃
銀
、
労
働
時
間
、
そ
の
他
基
本
的
労
働
条
件
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
て
も
、
実
際
に
は
団
体
交
渉
の
予
備
的
機
関
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
生
産
委
員
会
的
経

営
協
議
会
に
あ
っ
て
は
、
諮
問
、
報
告
、
意
見
交
換
等
が
多
く
、
協
議
、
決
定
等
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
経
営
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
会
社
の
執
行
機
関
の
補
助
機
関
と
考
え
、
会
社
の
機
関
の
一
つ
と
考
え
る
説
も
あ
る
が
（
経
済
同
友
会
）
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
労

働
協
約
に
基
づ
く
協
議
体
で
あ
っ
て
、
会
社
の
機
関
の
中
に
は
入
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
業
務
執
行
の
機
関
、

経
営
者
の
範
囲
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

国

総
支
配
人

総
支
配
人
は
経
営
学
に
お
い
て
は
、
総
括
経
営

Q
3
0
5ご
g
g
m
s
s。
を
担
当
す
る
「
経
営
者
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
総
支
配
人
（
間

g
g
－2
5
m
q）
は
、
社
長
、
秘
書
役
、
会
計
役
、
副
社
長
、
取
締
役
、
会
長
等
と
と
も
に
、

役
員
す
な
わ
ち
「
経
営
者
」
の
中
に
包
含
さ
れ
、
そ
の
会
社
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
通
常
の
営
業
に
お
い
て
必
要
な
取
引
を
な
す
黙
一
示
的

制

な
い
し
外
観
的
権
限
を
有
し
、
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
社
長
よ
り
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
事
実
、
取
締
役
会
決
議
ま
た
は
附
属

定
款
の
規
定
に
よ
っ
て
、
社
長
が
総
支
配
人
に
任
命
さ
れ
る
例
も
多
い
の
で
あ
る
。
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わ
が
国
の
商
法
で
は
、
支
配
人
は
商
業
使
用
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
代
理
権
は
会
社
の
各
営
業
所
ま
た
は
各
営
業
に
関
す
る
一
切
の
裁
判

そ
し
て
、
本
吉
、
交
官
等
す
べ
て
の
営
業
所
を
通
じ
て
、

上
ま
た
は
裁
判
外
の
行
為
に
お
よ
び
（
商
三
八
条
一
項
）
。

一
人
の
支
配
人
を
お

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
｝

二
九



富
大
経
済
論
集

。
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く
場
合
、
こ
の
支
配
人
を
「
総
支
配
人
」
と
い
う
が
、
こ
の
総
支
配
人
は
数
個
の
支
配
人
の
代
理
権
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
事
実
上
、
会
社
の
総
括
経
営
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
私
は
総
支
配
人
が
た
と
え
総
括
経
営
を
担
当
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
地
位
は
単
な
る
営
業
上
の
商
業
使
用
人
た
る
職
制

で
あ
っ
て
、
社
長
、
副
社
長
、
専
務
等
の
よ
う
に
、
会
社
組
織
上
の
役
割
で
は
な
い
の
で
、
法
律
上
使
用
す
る
「
経
営
者
」
の
範
囲
に
包

括
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。

信）

部
長
・
課
長
・
支
配
人
・
支
店
長
・
支
社
長

部
長
、
課
長
、
支
罰
人
、
支
店
長
、
支
社
長
等
は
、
経
営
学
上
は
「
部
門
経
営
層
」
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
部
に
反
対
説
が
あ
る
が

最
高
経
営
者
（
ぢ
℃

1
2
E
m
g
g円

NCR）
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
法
律
上
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。
部
長
、
課
長
、
支
配
人
、
支
店
長
、
支
社
長
等
は
い
ず
れ
も
、
法

律
上
は
「
商
業
使
用
人
」
で
あ
る
。
そ
の
代
理
権
は
支
町
人
の
場
合
に
は
、
会
社
の
各
営
業
所
ま
た
は
各
営
業
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上

ま
た
は
裁
判
外
の
行
為
に
及
ぶ
が
（
商
三
八
条
一
項
）
、

判
外
の
行
為
（
商
四
三
条
一
項
）
に
及
び
、
支
店
長
、
支
社
長
等
の
場
合
は
、
現
実
に
委
任
を
受
け
た
事
項
に
隈
ら
れ
る
。

部
長
や
課
長
は
そ
の
部
・
課
に
よ
っ
て
、

そ
の
担
当
の
事
項
に
関
す
る
一
切
の
裁

私
は
、
部
長
と
か
支
店
長
は
特
定
部
門
に
関
す
る
事
務
に
従
事
し
て
、

に
含
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
法
律
上
使
用
す
る
「
経
営
者
」
の
範
曙
に
含
め
る
こ
と
も
適
当
で
な
い
と
考
え

「
総
括
的
、
全
般
的
L

経
営
を
行
わ
な
い
か
ら
、
最
高
経
営
層

る。
取
締
役
が
部
長
、
課
長
、
支
配
人
、
支
店
長
、

ま
た
は
支
社
長
等
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
／
官
、

そ
の
地
位
は
二
重
に
な

り

一
面
に
お
い
て
は
取
締
役
す
な
わ
ち
会
社
の
機
関
と
し
て
、
会
社
と
委
任
関
係
に
た
つ
と
と
も
に
、
他
面
に
お
い
て
使
用
人
、
代
理

人
と
し
て
一
展
傭
、
委
任
の
関
係
に
た
つ
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。



代
表
取
締
役
が
部
長
や
支
店
長
等
の
地
位
を
兼
ね
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
位
を
兼
ね
る
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
か
c

こ
れ

は
む
し
ろ
本
来
代
表
取
締
役
の
有
す
る
業
務
執
行
権
、
従
っ
て
ま
た
会
社
代
表
権
を
内
部
的
に
制
限
す
る
た
め
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
制
限
に
よ
っ
て
、
善
意
の
第
三
者
に
は
対
抗
し
え
な
い
が
（
商
二
六
一
条
ゴ
一
項
、
七
八
条
三
項
、
民
五
四
条
）
、
会
社
が
こ
の
よ

う
な
制
限
を
設
け
た
以
上
、
内
部
的
に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
代
表
取
締
役
の
部
長
ま
た
は
支
店
長
と
し
て
の
責
任
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
法
律
上
「
経
営
者
」
と
い
う
一
言
葉
を
使
用
す
る
場
合
、

そ
の
範
囲
内
に
包
含
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
き
、
種
々
の
も
の
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。

ω
最
後
に
こ
れ
ら
の
も
の
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
経
営
す
な
わ
ち
業
務
執
行
に
当
た
る
者
と
し
て
、
取
締
役
会
、
常
務
会
、
部
長
会
議

代
表
取
締
役
、
役
付
取
締
役
、
表
見
代
表
取
締
役
、
取
締
役
、
総
支
配
人
、
支
由
人
、
支
店
長
、
支
社
長
、
部
長
、
課
長
等
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
問
題
に
な
る
の
は
、
業
務
執
行
す
な
わ
ち
経
営
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
全
般
的
、
総
括
的
な
も
の
と
、
部

分
的
な
も
の
と
あ
る
が
、
経
営
学
に
お
け
る
通
説
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
包
含
し
て
経
営
者
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
の
一

部
に
限
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
全
般
的
経
営
を
担
当
す
る
者
を
経
営
者
と
解
す
る
。

(2) 

次
に
全
般
的
経
営
を
担
当
す
る
者
と
し
て
は
、
取
締
役
会
、
常
務
会
、
部
長
会
議
、
代
表
取
締
役
、
役
付
取
締
役
、
表
見
代
表
取
締

役
、
取
締
役
の
ほ
か
総
支
配
人
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
地
位
の
性
格
と
し
て
会
社
組
織

上
の
役
職
す
な
わ
ち
会
社
の
機
関
と
、
単
な
る
営
業
上
の
職
制
す
な
わ
ち
機
関
で
な
い
者
と
が
あ
る
が
、
こ
の
両
者
を
含
め
て
経
営
者
と

解
す
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
一
部
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
会
社
組
織
上
の
役
職
す
な
わ
ち
機
関
を
経
営
者
で

あ
る
と
解
す
る
。
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(3) 

こ
こ
で
、
会
社
の
機
関
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
会
社
の
機
関
に
は
、
取
締
役
会
、
常
務
会
、
部
長
会
議
、
代
表
取
締
役
、

役
付
取
締
役
、
表
見
代
表
取
締
役
、
取
締
役
、
株
主
総
会
、
監
査
役
、
検
査
役
、
相
談
役
、
顧
問
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う

経
営
者
の
法
的
吟
味
伺
（
中
村
）
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富
大
経
済
論
集

ち
、
経
営
者
と
称
し
う
る
た
め
に
は
、
会
社
の
組
織
事
項
に
関
す
る
意
思
決
定
機
関
と
か
会
計
監
査
機
関
で
は
不
可
で
あ
っ
て
、
ま
た
業

務
執
行
に
関
す
る
補
佐
的
、
補
助
的
機
関
と
か
、
諮
問
機
関
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
当
然
業
務
執
行
の
意
思
を
決
定
し
、
そ
の
決
定
を

執
行
す
る
機
関
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

体
的
に
は
取
締
役
会
、
常
務
会
、

部
長
会
議
、

役
付
取
締
役
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
使
用
す
る
「
経
営
者
」
と
い
う
概
念
は
「
業
務
執
行
機
関
」
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
具

表
見
代
表
取
締
役
、

お
よ
び
取
締
役
を
指
す
こ
と
に
な

代
表
取
締
役
、

る。注

ω
占
部
教
授
「
経
営
者
」
一
一
一
頁
。
高
官
教
授
「
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
」
（
「
経
営
責
任
者
」
）
四
六
頁
。
中
間
経
営
層
の
諸
問
題
を
包
括
的

に
取
扱
っ
た
文
献
と
し
て
、

ζ
・（
U－

z－gw
宮
正
色
。
冨
ω口
ω問。
g
S
F
5
8・
（
占
部
・
鈴
木
教
授
訳
「
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
」
）
が
あ
る
。

凶
高
宮
教
授
、
前
掲
書
四
七
頁
。

ゆ

HM－
HV
出
D
E
S
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H
，c℃
1
5
8
m
m
m
5
0
5
0
H悶
S
E
t
s
g
ι
。。ロ可。｝・

5

F

3
・
5
l
H
E・
岸
上
英
吉
氏
訳
「
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
1
ヂ
メ
ン

ト
」
一
一
一
一
一
一
一
頁
。
ゴ
ー
ド
ン
（
O
C丘
E
）
は
ト
ッ
。
フ
・
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
の
こ
と
を
吉
弘
R
自｝
E
L
q
ま
た
は
宮
巴
R
a
－2
牛
耳
岱
号
と
呼
ん

で
い
る
。
閉
山
・
〉
・

c
c丘
c
p
回

5
5
2凹

F
E舟
a
r
e
s
任
命
戸
ω片町ゅの
C
G
O
B己
o
p
巴品∞・

凶
ア
メ
リ
カ
で
は
、
経
営
者
概
念
の
う
ち
に
取
締
役
会
を
含
む
の
が
一
般
で
あ
り
、
わ
が
国
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
取
締
役
会
は

経
営
者
で
は
な
い
と
す
る
学
者
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
川
教
授
「
経
営
支
配
と
取
締
役
会
」
会
計
五
七
巻
五
号
三
頁
「
換
言
す
れ
ば
、
取
締
役
会

は
株
主
と
業
務
執
行
の
経
営
者
と
の
中
聞
に
位
置
し
つ
つ
、
執
行
機
関
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
経
営
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
表
現
に
示
さ
れ
る
。
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O
阿
国

5
－z
a
〉仏
5
5
R
E
E
D－
『
可
当
・
』
・
ロ
o
E｝仏、包
ωH
・同
v
g
N－

山

W
E
o
E
o
p
o
M｝－

nx・司－

NH
・

間
藻
利
教
授
「
経
営
管
理
総
論
」
四
八
頁
以
下
。



同
こ
こ
に
「
管
理
者
」
（
狭
義
の
管
理
者
）
は
「
経
蛍
者
」
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
経
営
意
志
の
執
行
に
関
し
て
合
理
的
な
執
行
計
画
を
樹
立
し
、

か
つ
作
業
者
に
よ
る
そ
の
現
実
的
執
行
を
監
督
し
、
統
制
す
る
者
で
あ
る
。

叫
出
岳
吉
々
が

F
2
0『
明
白
m
－SF
ω
E
J
S
E
u
〈
O一
口
口
出
少
の
D日
3
E
F
S
の
o
r
g
除
巧
岳
g
u
℃

N
S
・
0
g
g
o害
Dロ
F
F
H
L・〈・

ω
g
z
－q
〔
5
0∞〕

N
W－回－

S
一
切

ω
E
Cロ〈・

ρ
E口臥
VKFM同自
ω
〔
H
S
U〕
同
円
ゲ
・

ωHH
・
〔
H
8
3
〉・【
U－
t
N・
株
主
総
会
は
そ
の
決
議
に
よ
っ

て
、
会
社
業
務
の
運
営
に
お
け
る
取
締
役
会
の
決
定
を
拒
否
し
、
ま
た
は
会
社
事
業
の
経
営
に
つ
き
、
取
締
役
会
に
指
揮
を
あ
た
え
て
、
将
来
取
締

役
会
を
拘
束
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
定
款
を
も
っ
て
、
と
く
に
総
会
に
明
示
的
に
留
保
せ
ら
れ
て
い
な
い
限
り
は
、
特
定
的
に
は
取
締

役
会
に
附
与
せ
ら
れ
て
い
な
い
事
項
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
取
締
役
会
が
決
定
し
た
会
社
名
義
に
よ
る
訴
訟
の
提
起
を
拒
否
す
る

総
会
の
決
議

3
E宅
保

ω
g
ω
3
m民
OHL）
u
H
L
L・〈・

ω
E
d司〔
H
S印〕

N
r・回・

H
H
ω
w
n・
〉
・
）
、
中
間
担
当
を
せ
よ
と
か
貸
付
を
せ
よ
と
い
う
総

会
の
決
議
（
ω口D口〈・

ω
8
2
〔
5
8）
H
〉
ロ
肘
－

H
p
g
N・
）
等
、
い
ず
れ
も
無
効
と
判
決
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
池
島
教
授
「
イ
ギ
リ
ス
法
に

お
け
る
取
締
役
の
地
位
」
法
経
論
集
一
五
号
一
二

O
頁。

帥
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
世
妃
末
葉
ま
で
は
、
取
締
役
は
株
主
総
会
の
支
配
に
従
属
す
る
単
な
る
会
社
の
代
理
人
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
ガ
ウ
7

（の
D
君
。
。
は
、
株
主
総
会
も
取
締
役
会
も
と
も
に
会
社
の
機
関
と
し
て
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
。
cdぞ
R
吋

ZHι
コロ
n
T

専
問
。
『

ζ
a
a
D
の
O
B宮
口
可
戸
田
耳
切

N
E
J
5
s・
1
3・
5
w
H
N斗
w
ロ
品
巾
仲
間
A
－

凶
の
司
君
。
♂

D
司－

n
H
F
u

℃
・
ミ
・

回

ω同河口日
ω
P
〉

HHS己紹

C口同
70
間同日口口革命白内

F45
問。〈巾吋口宙開口
O号
O
B庁
内
田
町
内
民
9
3・
5ωHU
司
・
印
・
ロ
ω
－zz
z
p
Oロ円
UDGOH白片岡
Cロ
タ
巴
怠
w

宅－

H
S
l
H
N
0・
会
社
事
業
の
経
営
に
関
す
る
限
り
、
取
締
役
会
の
権
限
は
会
社
の
能
力
と
同
じ
で
、
法
律
、
基
礎
定
款
ま
た
は
附
属
定
款
に
よ
っ
て

経
営
権
が
取
締
役
会
か
ら
奪
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
株
主
は
取
締
役
会
の
経
営
権
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
支
配
、
干
渉
も
で
き
な
い
。

ω同国一富山口、

C司・

2
・
3
・
8
0
2
m
g・
取
締
役
の
権
限
行
使
は
合
議
体
と
し
て
の
取
締
役
会
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
取
締
役
の
事
業
経
営
は
一
部
株
主
の
行
動
に

よ
っ
て
、
干
渉
さ
れ
な
い
と
い
う
判
例
が
あ
る
。
。
E
H｝

2
8ヨ
出
国
CC片品
V
ω
r自
の
P
〈
・
ロ
ロ
5
5
2。
え
己
・

5
g
w
g
z－
E
・
g
－
す
な
わ
ち

原
告
は
取
締
役
達
の
慨
怠
行
為
（
口
巾
尚
一
一
m
m
E
g邑
足
。
お
よ
び
株
主
が
設
置
し
た
委
員
会
と
の
共
同
活
動
を
拒
否
し
た
と
い
う
理
由
で
、
取
締
役

達
を
訴
え
た
。
そ
こ
で
誰
が
事
業
を
経
営
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
、

ωヨ
ユ
「
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
制
定
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
利
益
配
当
業
務
は
取
締
役
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。
取
締
役
の
判
断
な
い
し
決
定
権
に
課
せ
ら
れ
る
唯
一
の
制
限

は
、
会
社
の
附
属
定
款
お
よ
び
投
票
に
よ
っ
て
、
会
社
が
課
す
制
限
で
あ
る
。
そ
れ
は
会
社
の
事
業
、
会
社
の
性
格
、
範
囲
を
定
め
、
役
員
お
よ
び
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富
大
経
済
論
集

四

構
成
員
の
管
理
規
則
を
明
ら
か
に
し
、
会
社
事
業
の
終
了
ま
た
は
継
続
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
附
属
定
款
ま
た
は
投
票
に
よ
っ
て
、
乙
の
よ
う

な
制
限
が
行
わ
れ
る
と
、
限
定
さ
れ
た
会
社
事
業
は
取
締
役
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
、
ま
た
取
締
役
な
い
し
、
会
社
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
役
員
お
よ

び
代
理
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
決
定
権
の
下
に
、
経
営
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
制
定
法
は
会
社
に
対
し
、
取
締
役
と
他
の
佼
員
と
の
共
同
行
為
を
授
権
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
取
締
役
に
対
し
、
取
締
役
で
な
い
者
と
の
共
同
行
為
を
強
制
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
」
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
の

判
例
（
六
）
」
富
大
経
済
論
集
第
九
巻
一
号
一
｜
一
一
頁
。
ま
た
、
会
社
運
営
の
権
限
は
取
締
役
会
に
あ
り
、
取
締
役
会
が
会
社
の
利
益
の
た
め
に
な
る

と
信
じ
て
善
意
誠
実
に
行
動
す
る
限
り
、
株
主
は
取
締
役
会
の
権
限
に
干
渉
す
る
権
限
を
も
た
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る
。
ヨ
ロ
L
－3

2

m｝〈・

の白号。ロ

E
m－－

s
s
w
H
O由
。
m－
・
〉
向
者
・
包

H
h
φ
N品
。
唱
・
邑
・
品
NHw
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
の
判
法
」
（
六
）
前
掲
書
八

i
一
O
頁。

刷
会
社
の
行
為
は
、
取
締
役
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
に
よ
う
て
の
み
為
さ
れ
る
の
が
原
別
で
あ
る
が
、
取
締
役
達
だ
け
が
全
株
主
で
あ
る
場
合
に
は

乙
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
。
同
，

g司－
o
開
口
宮
古
門
凶
器
戸
。
0
5
F
S色
”
同
由
主
）
吋
・

5ω
・
Hoo
－M
－
G
3
2
ω
・
が
そ
の
代
表
的
判
例
で
、
被
告

は
〈
め
宮
崎
8
7
F百
・
の
映
画
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
あ
る
冨
ぬ
ま
ロ
穴
色
q
と
あ
る
契
約
を
締
結
し
た
が
、
そ
の
契
約
で
、
被
告
は
映
画
館
を
建
築

し
、
そ
れ
を
同
£
寄
お
よ
び
被
告
の
息
子
が
設
立
す
る
予
定
の
会
社
に
賃
貸
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
当
該
会
社
は
代
理
人
の
列
島
内
ユ

ω－

F
R
O｝
戸
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
五
O
株
の
株
式
の
う
ち

3
5ロ
が
こ
株
、
阿
内
包
－
R
が
二
四
株
、
被
告
の
息
子
が
二
四
株
所
有
し
た
。
被
告
お
よ
び

会
社
は
賃
貸
借
契
約
書
に
署
名
し
た
が
、
そ
の
賃
貸
借
契
約
を
承
認
す
る
た
め
の
正
式
の
取
締
役
会
議
守
自
己
え
岳
H
2
8
2
5
2
c
a）
は
開
か

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
告
は
そ
の
会
社
に
映
画
館
を
賃
貸
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
、
特
定
履
行
（
e
g
r
n
u
m込
2
B
E
B）

の
訴
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
戸
己
保
判
事
は
、
「
被
告
は
一
九
三
七
年
二
月
二
四
日
の
賃
貸
借
契
約
は
そ
の
署
名
が
取
締
役
会
議
で
承
認
さ

れ
な
か
っ
た
か
ら
、
会
社
め
行
為
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
会
社
の
行
為
は
こ
の
よ
う
な
会
社
に
お
い
て
の
み
為
さ
れ
得
る
と
い
う
の
が

一
般
原
郎
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
は
取
締
役
達
だ
け
が
す
べ
て
の
株
主
で
あ
る
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
非
公
式
に
ま
た
会
議
を
開

か
ず
に
彼
ら
の
全
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
行
為
は
会
社
の
行
為
と
な
る

q－E
Z
E
S
m－
F
昇
え
回
ロ
B
m
〈－

F
白N
百
植
医
∞
。
同
・

8
N－
白
羽
”
巴

匂－

NL－
H
o
u
r
N
M
－喧－

ML・
ωN印
一
〈
ヨ
ス
q
F
m
O岡
戸
吊
見

221
〈岱－－
q
n
m
5
2口問。
0・・
HM品。「・宏一喝

N印UY一司・旧日凶－

NA凶N
匂・∞印同）（リ
mwsrmw
』ア

が
彼
の
仲
間
の
取
締
役
が
あ
ら
か
じ
め
署
名
し
た
賃
貸
借
契
約
書
に
承
諾
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
、
記
録
に
明
白
に
残
っ
て
お
り
、
ま
た
三
人
の

取
締
役
で
全
株
式
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
は
正
式
な
会
議
に
提
出
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
会
社
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
」
と
判

示
し
て
い
る
。
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
の
判
例
」
前
掲
書
一
一
一

i
一三一頁。

川
酬
の
2
m
a
c
p

【

UC口問－－

q
注
目
EHm同s
t
o
p
閉山口町三－
0
1
L昂
』

C
H
E
Eロp
m
A山間同ユ
CH百円山内

U
H
C与
の
c
g
B
O
R
E－
2

門
田

p
ω
c
n
F合
p
w
H，c
B
O
同・



げ
ψ

門肖吾恥回、

5
8・
Z
P
N
・
な
お
山
口
教
授
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
株
式
会
社
の
業
務
執
行
機
関
に
つ
い
て
」
甲
南
法
学
一
巻
二
号
五
三
頁
以
下
’

参
照
。

胸

ω円
r－m曲。－
ZHmRlρ
己
陶
器

Ddar－
－
寄
5
u
印
〉
E
2
・
5
8
w
叫

叶

OWKFロ自

HN－
p
g回一
rOBB－
〉
F
a
p
d司－

mwrB吾
L
U
8
w
四
斗
。
・
〉
ロ
自
に
・

5
・
mwZ昆
F
C
H
a
a
E
Zロ
聞
き
ロ
伊
丹
N
E
m
g
L
E∞
uω
－
H
2・
〉
ロ
ヨ
ゴ
・
な
お
福
井
教
授
「
西
独
株
式
法
に
お
け
る
取
締
役
業
務
の
分
配
」

烏
大
法
学
四
ノ
五
頁
参
照
。

帥
』
・

4
・
0
5宮
、
回
目
邑
巾
宮
内
n
z
s
ι
ω
n
E
F
Z
2
Z
∞－

pz出
国
間
♂

ω－
NU印・

聞
大
隅
教
授
「
全
訂
会
社
法
論
」
中
巻
一

O
一頁。

岡
田
中
（
誠
）
博
士
「
最
新
会
社
法
論
」
上
巻
三
七
一
頁
。
大
浜
博
士
「
取
締
役
と
取
締
役
会
」
株
式
会
社
法
講
座
一
二
巻
一

O
五
五
頁
。

帥
一
戸
塚
教
授
「
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
株
式
会
社
の
業
務
執
行
」
阪
大
法
学
三
九
号
五
六
頁
。

倒

。

B
E
N－s
p
N品
開

2
5
5
5
8
w
m
Z
5宮
内
在
岳
『
戸

2
0
2
B
g
m
s
m
F
W
5
8
u
F
N
C印
・
な
お
松
元
教
授
「
イ
タ
リ
ア
法
に
お
け
る
取
締
役

の
職
務
権
限
の
分
配
」
私
法
二
三
号
一
六

O
頁
参
照
。

ω

m，円
YωonFOHU
間
百
円
出

N
E
H
r
E
8・司・

8
H
ロ－

H
松
元
教
授
、
前
掲
論
文
一
ム
ハ

O
頁
参
照
。

駒
田
知

5
町内］由
w
U
F
O
F
R
E
E
a
s－－
s
m
E
〈

2
E
E
e
H
〉
E
g
m
s－】
5
5
N出河－

E
・

E
－
巴
包
－
∞
－

HN－

倒
武
市
教
授
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
」
コ
一
六
三
頁
。

倒
執
行
委
員
会
を
設
け
る
慣
例
は
古
く
か
ら
存
在
し
た
。
の
日
ロ
mp
の
D
G
R
E
S
F老
町

C
H
O
P口
m
a
g仏
ロ
5nHam－
Sω
印
w
司－

N
E・
現
在
で

は
、
各
州
制
定
法
が
殆
ん
ど
委
員
会
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。

制

E
r
m
n句
、
宮
8
5－仏何回

ωcn否
臥
印
旨
MOD可
5
2
5印也、口。

z
m－
山
口
教
授
、
前
掲
論
文
六
八
頁
。

倒
京
都
大
学
商
法
研
究
会
「
株
式
会
社
経
営
機
構
の
実
態
」
商
事
法
研
究
二
八
九
号
一
一
一
一
頁
以
下
。

刷

出

050ロ
2n－w吋
O℃
l
z
g
a
g
M
g
件。丙
m
S
E
t
s
m
D
L
n
O
E
S－－
H由
2
・唱－

NN－

側
占
部
教
授
「
経
営
者
」
一
四

O
頁。

棚

田

c－舟ロ

E
．、

8
・
門
戸
署
・

8
l
N
P

側
石
井
教
授
「
商
法
I
」
一
二
一
一
頁
。
鈴
木
教
授
「
会
社
法
」
一
三
五
頁
。

制
大
隅
教
授
「
全
訂
会
社
法
論
」
中
巻
一
一
七
頁
。
大
森
教
授
「
改
訂
会
社
法
講
義
」
一
八
四
頁
。
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富
大
経
済
論
集

ム

/'¥ 

側
田
中
ハ
誠
）
博
士
「
最
新
会
社
法
論
」
上
巻
三
七
五
頁
。
鈴
木
教
授
「
新
版
会
社
法
」
一
一
一
一
一
一
一
頁
。
松
田
博
士
一
新
訂
会
社
法
概
論
」
一
九
六
頁

制
大
隅
教
授
前
掲
書
一
一
一
一
一
頁
。
野
津
樽
土
「
代
表
取
締
役
」
株
式
会
社
法
講
座
三
巻
一

O
九
二
頁
。
な
お
法
務
府
民
事
局
長
通
達
（
昭
二
六
・
一

0
・
一
三
、
民
月
六
巻
－
一
号
二
二
一
一
頁
）
は
こ
の
立
場
を
と
る
。

制
山
口
教
授
、
前
掲
論
文
八
三
頁
。

岡
山
口
教
授
「
代
表
取
締
役
の
職
務
代
行
者
の
地
位
」
民
商
法
雑
誌
三
八
巻
三
号
四

O
八
賞
以
下
参
照
。

附
判
叶
，
rDBmwm
戸
q
間
m
g
F丘
・
〈
・
ロ
ω三
回
（
S
H
H）
HO印
「
吋
・
企
唱
の
・
〉
－
一

AUcd々
2
w
D℃・口広－
w
甘－

HNmw
・ロ
cgmwN
－

例

。

E
口問
F
C
H）・門戸同
J

官官－

b
H
w
k
g
N
・

闘
の
門
戸
口
m
p
c℃－

nF了
間
Y
A
P
S－

側
石
井
教
授
「
商
法
I
」
二
一
一
一
頁
。
松
田
博
士
、
前
掲
書
二

O
六
頁
。
実
方
教
授
「
会
社
法
学
E
」
四
四
三
頁
。

帥

昭

三

0
・
六
・
九
、
東
京
地
判
、
下
級
民
集
六
巻
六
号
一

O
七
九
頁
。

帥
田
中
（
誠
）
博
士
、
前
掲
謹
百
三
八
三
頁
以
下
。
大
隅
教
授
、
前
掲
書
一
一
一
一
一
ー
ー
一
二
三
頁
。
服
部
教
授
「
機
関
」
経
営
法
学
全
集
三
巻
七
七
頁
以

下
。
八
木
教
授
「
役
付
取
締
役
の
地
位
」
企
業
会
計
一
一
巻
二
号
二
九
五
頁
。
並
木
教
授
「
株
式
会
社
の
業
務
担
当
機
関
」
企
業
会
計
八
巻
一
一
一
号

七
五
頁
以
下
。

伸
昭
三
五
・
一

0
・
二
八
・
東
京
地
判
下
級
民
集
一
一
巻
一

O
号
ニ
コ
一

O
二
頁
。

倒

HW
〉
・
の
R
L
Dロ・∞
5
－ロ虫回目
h
g
Lぬ
お
｝
己
宮
山
口
同
yoHAm民
間
ゅ
の
D
G
c
s
t
o
p
S品∞
w
－u－u
・也、吋
O
片

田

市

ヂ

制
ゴ
ー
ド
ン
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
九
三
五
年
に
、
戸
吋
－

F
－－
2
が
社
長
に
任
命
さ
れ
、
巧
ω
7
2

門

u
r
q
m－
a
が
一
九
四

O
年
に
死
去
す
る
ま
で

の
聞
の
わ
｝
ミ
ω
－2
｛

U
C
G
2
2
5ロ
に
お
け
る
事
情
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
伊
丹
y
r
z
s
m
Z己
の
の
E
ユ2
ω
住
者
与
は
晩
年
は
出
較
的
濡
極
的
な
会
長

で
あ
っ
た
し
、
調
査
し
た
今
一
つ
の
会
社
に
お
い
て
は
句
会
長
の
職
務
を
「
引
退
せ
る
社
長
の
休
息
所
」
（
山
門
2
t口
問
主
ω
円。『
2
2
E
Z
L
胃
3
L
S
Z）

で
あ
る
と
し
て
い
た
。
。
CH門守口、。℃・

2
f
－u
・

s・ロ
C
R
U
－

倒

krF＆
ω
－c
g
は
一
方
三
七
年
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
の
会
長
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
定
款
は
会
長
を
最
高
経
営
担
当
役
員

（円
Y
M
め『

Z
R
E
Z
o
o
S
B
H）
と
す
る
旨
改
正
さ
れ
た
。
。
D丘
O
P
8・口町－
w
℃・品∞・

酬

の

ω々

は

C
E
R門戸
ω
g
Z回
虫
色
の
取
締
役
会
会
長
で
あ
り
、
最
高
経
営
担
当
役
員
で
あ
っ
た
が
、
社
長
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宮
工
S

H
，
ミ
ゲ
同
の
場
合
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
吋
｝
戸
G
H
E
E
H
N片手
2
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四

O
年
の
間
命
吋
z
g
n
2℃G
E
t
g
の
会
長
で



あ
り

b

最
高
経
営
担
当
役
員
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
は
副
社
長
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
の
C
E－
－
丘
三
丘
同
ι
z
g
n
S
H刷
出
口
町
の
積
極
的
な

会
長
、

2
0可
＆
（
U
R
F
F
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
会
社
に
何
ら
の
職
務
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
。
c
己
c
p
c℃・ロー－
uH》・
2
・

仰

の

B
2
m－
巴
⑦
nRHn
（UCB日
出
口
同
お
よ
び

d
E
Z
L
ω
S
H
2
ω
円。乙（
UO号
。
円
三
巴
ロ
に
お
い
て
、
こ
れ
に
関
す
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。
の
c
a
G
P
C℃・

円ユニ官・品川｝・

倒
こ
れ
に
該
当
す
る
実
例
が
、
工
業
原
料
を
生
産
し
て
い
る
某
社
に
一
時
見
ら
れ
、
著
名
な
ゴ
ム
会
社
お
よ
び
西
部
の
大
鉄
道
会
社
に
も
同
じ
事
態

が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
。
c己
C
D
W
C℃
・
円
一
了
間
》
・
吋
C・

側
出
江
内
山
円
。
骨
三
初
日
P
H）円台回
L
2
7
L
5ロ件。日

m
A
r
h
g
f
H
Wロ円三一
CH）

E
E
T
E
L
5
z
p
m
m山湾同門
2
2
借
り
8
E
（U
C
5
5
2円3
一
2
L
g
m。丘公臥
mw
吋，
cgσ

国

wωdnF合
合
唱
呂
町
∞
w
ロ。
ω

少
印
∞
w
吋（）－

a
u
』・何
m
g
R
P
H
M－
H
W
R
2
5
2
H山山口一件、凶，
H
E広
斗
FA山2
5
5
2
買
え
2
5
仏ぬロ
B
H片門川
0
5
5
2己
ω｝u

H
k
g
F
2合
含
（
U
S
E
R
S－m
p
H，。
B
O
H司、

ω口
口
広
広
田
℃
白
人
μ
2
5ロ
♂
〉
仏
B
F
E∞
片
岡
色
。
ロ
舟
ω
ω
2
5合
〉
ロ
cミ
B

2

5呂
、
口
o
m
H怠
ω
u
5
3・

p
z
h
p
ζ
E
C。「

C℃・門戸件、口。

HHU・
山
口
教
授
、
前
掲
論
文
六
六
頁
。

側
り
と
E
E
C司・門広－
w
ロ
omHHC匂
∞
∞

λ
凶円
5
5
F
円

r
r
w
C同）・

2
J
ロ
O
H
T
』
・
何
m
E
R
P
開－

F
E門
店
内
同
剛
山
E
F
C
H】・
2
？”ロ。

E
g
・
山
口

数
授
、
前
掲
論
文
六
五
頁
。

制
な
お
、
旧
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
会
長
へ
の
代
表
権
の
付
与
は
、
必
ら
ず
し
も
取
締
役
会
の
権
限
の
会
長
へ
の
委
託
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と

解
さ
れ
て
い
た
た
め
、
設
立
証
書
を
も
っ
て
代
表
権
の
付
与
と
と
も
に
取
締
役
会
の
職
務
権
限
の
委
託
を
も
定
め
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
が
、
現
行

法
上
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
妥
当
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
間
同
少

ω宮
昂
汁
昨
日
出
吋

mN－D
3
5
8
u
℃・

2
∞
・
松
一
元
教
授
、
前
掲
論
文
一
六
四
頁

帥
仰
の
門
戸
ロ
凹
p
n
c
G
2巳
芯
ロ
「
ω者
向
。
円
。
ロ
H
B
g
m門
戸
《
同
盟
足
立
0
3
5品。・℃・品印品・

制
取
締
役
た
る
こ
と
を
要
す
る
立
場
に
伊
沢
教
授
「
註
解
新
会
社
法
」
四
三
八
頁
。
取
締
役
た
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
す
る
立
場
に
、
田
中
〔
誠
）

博
士
「
最
新
会
社
法
論
」
上
巻
三
七
七
頁
、
大
隅
教
授
、
前
掲
書
一
一
一
四
｜
一
二
五
頁
。

制
昭
三
五
・
一

0
・
一
四
、
最
高
判
、
集
一
四
巻
一
二
号
二
四
九
九
頁
。

側
古
川
教
授
「
取
締
役
会
と
経
営
者
集
団
」
訂
正
増
補
新
会
社
法
と
会
社
経
営
一
一
七
頁
。

側
同
ν
回一
g
qが
わ

C
E日出ーロ可

rs当
日

D丘
J
5
g
w
℃－

E
ω
u
h
x
wロロ
5
mぎ
P
H，r。
司
2En
－－2
0『
〔

UCHH戸℃印
HMM、
F
2
3
5印
P
H】・

ω由一凶・

前
掲
論
文
二
五
頁
。

削
減
に
一
八
一
ニ

0
年
代
の
聯
邦
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
コ

池
島
教
授
、

う47一一

d
ω

∞5
7
〈－

U
2
5
W
5
℃

2
・
2
（

3
u
u）

一
云
2
3ち
一
言
守
口
「

経
営
者
の
法
的
吟
昧
伺
（
中
利
）

七
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富
大
経
済
論
集

八

〈
』

2
5・∞
F
F
G
亡
き
と
・
島
本
教
授
「
ア
メ
リ
カ
法
上
の
取
締
役
ハ
門
」
同
志
社
法
学
問

O
号
、
五

O
頁
参
照
。

側
乙
の
点
に
ふ
れ
た
典
型
的
判
例
〉
5
2
〈・

0
G
E
P命
匡
富
。
認
め
同
豆
一
口
自
の
0
・
M
N
吋
明

a－
N
S
w
臼
C
H
・
に
お
け
る
ネ
テ
ラ
1
判
事
に
よ
れ
ば
、
法

律
は
最
上
の
叡
智
は
会
合
と
意
見
の
交
換
か
ら
生
れ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
、
法
律
は
会
社
の
業
務
の
決
定
に
つ
き
、
取
締
設

会
を
構
成
す
る
各
会
員
の
統
一
せ
ら
れ
た
る
智
慧
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
島
本
教
授
、
前
掲
論
文
五
一
頁
。

側
』
同
wmnRF
開・何回
S
5
2
剛山田己件、

8
・
2
・w
ロ
S
E
E
W
E
S－
山
口
教
授
、
前
掲
論
文
五
四
頁
。

側
石
井
教
授
「
商
法
I
」
二
九
八
頁
、
鈴
木
教
授
「
会
社
法
」
一
二
六
頁
、
大
隅
教
授
「
全
訂
会
社
法
論
」
中
巻
一
七
七
頁
、
大
森
教
授
「
改
訂
会

社
法
講
義
」
一
六
四
頁
。

制
田
中
（
誠
）
博
士
、
前
掲
書
上
巻
三
五
二
頁
、
大
浜
博
士
、
前
掲
論
文
、
講
座
三
巻
一

O
三
O
頁
、
松
田
博
士
「
新
会
社
法
概
論
」
一
九
五
頁
。

駒
大
隅
教
授
、
前
掲
書
一

O
一
頁
、
鈴
木
・
石
井
教
授
「
改
正
株
式
会
社
法
解
説
」
一
五
四
頁
。

倒
鈴
木
・
石
井
教
授
、
前
掲
書
一
五
五
頁
。

制

。

20FMMユ5
6
5
0町
宮
邑

3
P
5
0ミ
E
4
5
5
2・匂－

H
N
f
E－2
5
9
0自
の
O
H唱
O
B
神宮

E
H申
書
叩
お
乙
・
開

5
5、
開
・
開
呂
田
H
B

命丹河凶己－
H
W
C
同y
n
－F
u

ロ。］｛
ω
印由・官－
H
A
H

－

制
山
城
教
授
「
経
営
政
策
」
一
一
一
一
九
貫
以
下
。

制
高
田
教
授
「
演
習
株
式
会
社
法
」
一

O
四
頁
。
服
部
教
授
「
機
関
」
前
掲
書
一

O
O頁
。
相
談
役
、
顧
問
制
度
の
詳
細
な
研
究
は
、
高
田
教
授

「
株
式
会
社
に
お
け
る
相
談
役
・
顧
問
制
度
」
民
商
法
雑
誌
八
巻
一
号
が
あ
る
。

制

。

s口問。・
8
－w
司
・
怠
T
F
E
E－p
p
s－
nx－w
宅－

E品
1
l
E印・

フロ

（
本
稿
は
昭
和
四

0
年
度
文
部
省
斜
学
研
究
助
成
補
助
金
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
）




